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製品についての;ま意事項 

この ユーザー ガイドでは、ほとんどのモデ 
ルに共通の機能について説明します。一部 
の機能は、お使いのコンピューターでは使 
用できない場合があります。 

『Mini ユーザーガイド J] の最新情報を入手す 
るには、 HP の Web サイト、 
http://www.hp.com/support/ にアクセスして 
<ださい。 


製品番号： 584528 -292 



ま全に関するごを意 


A 警告！ ユーザーが义傷をしたり、コンピューターが過熱が態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて巧用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどのま面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 6095 0) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関す 
る規格に準拠しています。 
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1 お使いになる前に 


お使いのコンピューターのメインのオペレーティングシステムは、 Microsoft ® Windows ® です。ま 
た、お使いのコンピューターには 、 [HP Q 山 ckWeb ] がインス!ルされている場合があります（一部 
のモデルのみ）。 

• Microsoft Windows オペレーティングシステムは、ディスプレイにデスクトップを表示し、コン 
ピューターのハードウてア、周辺機器、およびソフトウェアプログラムを制御します。 

• お使いのコンピューターに [ HPQuickWeb ] がインス!ルされている場合は、メインのオペレー 
ティ ング システムを起動しなくても、 [ HPQuickWeb ] を巧用してすばやくインターネットを参照 
したり、デジタル写真をま示したり、音楽を聴いたり、電子メール、インスタントメッセー 
ジ、または [ Skype ] (-部のモデルのみ）で連絡を取り合ったりできます 。 [HP Q 山 CkWeb ] は、 
IOS ( Instant-On Software ) とも呼ばれます。 


寶を 記 ： [HP Q 山 CkWeb ] を無効またはちび有効にするには 、 「[HP QuickWeb ] の設ま変更」の章を参照 
してください。通知領域にある[ヘルプ]アイコンをクリックすると 、 [HP Q 山 CkWeb ] のソフトウェア 
ヘルプにアクセスできます。 
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[HP Q 山 ckWeb] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP Q 山 CkWeb ] を起動するには、な下の操作を行います。 

1. コンピユーターの電源を入れます。 [ HPQuickWeb ] のホーム画面がま示されます。 

2. [HP Q 山 CkWeb ] のホーム画面上のアイコンをクリックすると、プログラムが起動します。 

Microsoft Windows から [HP Q 山 ckWeb ] を起動するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[シャットダウン]ボタンの横にある矢印一[再起動]の順にクリックします。コンピユー 
夕 一が再起動し 、 [HP QuickWeb ] のホーム画面が表示されます。 

敦 注記 ： [HP QuickWeb ] について詳しくは 、 [HP QuickWeb ] のソフトウエアヘルプを参照してくださ 
い。 
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各部について 


ハードウエアの確認 

お使いのコンピューターに付属しているコンポーネントは、国や地域、およびモデルによって異なる 
場合があります。この章の図には、ほとんどのモデルに共通の機能が示されています。 

コン ピューターに取り付けられているハードウエアの一覽を参照するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ] の順に選択します。次に、 [シス 
テム] 一 [デバイスマネー ジャ ー] の順にクリックします。 

[デバイス マネージャー] を使用して、 ハー ドウエアの追加またはコンピューター設をのを更もできま 
す。 


表面の各部 

タツチパッド 



名称 


説明 

(1) < 

t タッチパッドオン/オフボタン 

タッチパッドをオンまたはオフにします。タッチパッ 
ドをオンまたはオフにするには、ボタンをすばやくダ 
ブルタップします 
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名称 


説明 

(2) 

タッチパッド* 

ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、 
アクティブにしたりします 

(3) 

左のタッチパッドボタン* 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(4) 

ちのタッチパッドボタン* 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 

* この表では初期設定の状態について説明しています。ポインティングデバイスの設定を表示したり変更したりするには、 
に夕ート]一[デバイスとプリンター]の順に選キ尺します。次に、お使いのデバイスを表すアイコンをちクリックして、[マウス 
設定]を選がします。 



名称 



説明 

(1) 

♦ 

タッチパッドランプ 

■ 点灯：タッチパッドが無効になっています 

• 消灯：タッチパッドが有効になっています 

(2) 


Caps Lock ランプ 

点灯 ： Caps Lock がオンになっています 

(3) 

が 

ミュート（消'音）ランプ 

点灯：スピーカーのサウンドがオフになっています 

(4) 

が） 

無線ランプ 

• 白色：無線 LAN デバイスや Bluetooth ® デバイ 

スなどの内蔵無線デバイスの電源がオンになっ 
ています 

注記： 無線デバイスは、出荷時に有効に設定 
されています 

■ 消灯：すべての無線デバイスがオフになってい 

ます 
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キ— 



名称 



説明 

(1) 


操作キー 

頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(2) 


fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせ 
て押すことによって、頻繁に使用するシステムの機 
能を実行します 

(3) 

み 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 

3 

Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のショートカットメニュー 
を表示します 


前面の各部 



名称 

説明 

スピーカー ( X 2) 

サウンドを出力します 
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右側面の各部 


%9!BBESEiiminii|^^S^g|BB 



名称 


説巧 


(1) メディアスロット UI 下のフナーマットの別売のメディアカードに対応し 

ています 

■ メモリースティック （ MS ) 

• メモリースティック PRO ( MS - PRO ) 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• SDHC (Secure Digital High Capacity ) メモリー 
カード (標準サイズおよび大きいサイズ） 


xD ピクチヤーカード （ XD ) 


(2) 

0 電源、ランプ 

• 白色に点灯：コンピューターの電源がオンになっ 

ています 



■ 白色で点減：コンピューターがスリープ状態に 

なっています 



• 消灯：コンピューターの電源がオフになっている 

力、、ハイ/くネーシヨン状態になっています 

(3) 

電源スイツチ 

• コンピューターの電源が切れているときにスライ 


ドさせると、電源が入りまず 


• コンピューターの電源が入っているときに短くス 
ライドさせると、ハイバネーシヨンが開さ台されま 
す 

• コンピューターがスリープ状態のときに短くスラ 
イドさせると、スリープが終了します 

• コンピューターがハイ/くネーシヨンが態のときに 
短〈スライドさせると、ハイバネーシヨンが終了 
します 

コンピューターが応答せず、 Windows のシャットダウ 
ン手順を実巧できないときは、電源スイッチをスライ 
ドさせて5砂程度そのままにすると、コンピューター 
の電源が切れます 

電源設定について詳しく調べるには、[スタート]一[コ 
ントロールパネル]一[システムとセキュリテイト博 
源オプシヨン]の順に選巧します 


(4) 通気孔 


コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空 
気を通します 
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名称 


説明 

注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐた 
め、コンピューターのファンは自動的に作動します。 
通常の操作を行っているときに内部ファンが回転した 
り停止したりしますが、これは正常な動作です 

ほ）ホ 

USB コネクタ （ X 2) 

別売の USB デバイスをを続します 

(6) A 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタおよびカバー 

ネットワークケーブルを接続します 

口） Q 

セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューター 
に接綿します 


注記： セキュリティロックケーブルに抑止効まは 
ありますが、コンピューターの盗難や誤った取り扱い 
を完全に防ぐものではありません 


左側面の各部 



名称 



説明 

(1) 

与 

電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 

(2) 


バッテリランプ 

• 消■な：お使いのコンピユーターはバッテリ電源、 


で動作しています 


• 白色で点減：バッテリがローバッテリ状態と完 

全なローバッテリ状態のどちらかになっている 
力、、またはバッテリエラーが発生しています。 
完全なローバッテリが態になった場合は、バッ 
テリランプがすばやく点滅し始めます 


• オレンジ色：バッテリが充電中でず 


■ 白色に点灯：コンピューターは外部電源に接続 
され、バッテリの巧電は完了しています 


(3) |〇 外付け モニターコネクタ モニター や プロジェクター などの別売の外付け ディ 

スプレイをコンピューターに接続します 


(4) 通気孔 コンピューター内部の温度が上がりすぎないように 

空気を通します 

ま記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐ 
ため、コンピューターのファンは自動的に作動しま 
す。通常の操作を巧っているときに内部ファンが回 
転したり停止したりしますが、これは正常な動作で 
す 
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名称 


説明 

(5) g 

ドライブランプ 

白色で点滅：ハードドライブにアクセスしてい 
ます 



• オレンジ色（一部のモデルのみ ）： [HP 

ProtectSmart Hard Drive Protection ] によ つて 
ハードドライブが一時停止しています 

(が々 

USB コネクタ 

別売の USB デバイスをを続します 


(7) fl オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ/オーディオ別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォ 

A 入力（マイク）コネクタ ン、イヤフナン、 へッ ドセット、またはテレビオー 

ディオに接続したときに、サウンドを出力します。 
別売のへッドセットマイクもここに接続します 

注記： コネクタに才ーディオコンポーネントを接 
続すると、コンピュ ーター 本体のスピーカーは無効 
になります 


オーディオコンポーネントのケーブルには、4なコ 
ネクタが装棉されている必要があります 


ディスプレイの各部 



名称 


説明 

(1) 

内蔵ディスプレイスイツチ 

コン ピューターの電源が入っている状態で ディ スプ 
レイを閉じると、スリープが開始します 
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名称 



説明 

ま記： ディスプレイスイッチは コン ピューターの 
か側からは見えません 

(2) 


Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

(3) 


Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 




を記： 動画の取り込みおよび編集を行うには、プ 
リインス1—ルされている [Arcsoft WebCam 
Companion 3] ソフトウエアを使用できます 

(4) 

を 

内蔵マイク 

サウンドを録音します 


裏面の各部 



名称 


説明 

(1) 1 

j バツテリリリースラツチ （ X 2) 

バッテリベイから/くッテリを取り外したり、バッテリべ 
イにバッテリを固定したりします 

(2) 

バッテリベイ 

バッテリが漂着されています 
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底面 カバーの 取りかし 

を面カバーを取り外すと、メモリモジュールコンパートメント、 SIM 力ード挿入スロット、規定ラ 
ベル、およびその他の重要なコンポーネントにアクセスできます。底面カバーを取り外すには、 Jil 下 
の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源から切り離します。 

2. バッテリを取り外します。 

載 を記:一 詳しくは、このガイドの「バッテリの着脱 J を参照してください。 

3. ち側のリリースボタンを押します （1)。 

4. 底面カバーの右側を本体から少し持ち上げて取り外します口）。 

腎 を記:~ を面カバーのタブが本体から外れるときにカバーが少したわみます。また、このときに 

弾けるような音がすることもありますが、これは正常です。 



5. 左側のリリースボタンを押します U )。 
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6. を面カバーの左側を本体から少し持ち上げて取り外します（2)。 



7. を面カバーの手前側を引き上げてカバーを傾け（1)、底面カバーを持ち上げて本体から取り外し 
ます（2)。 



底面カバーの取り付けなおし 

メモリモジュールコンパートメント、 SIM 力ード挿入スロット、規をラベル、およびその他の重要 
なコンポーネントにアクセスしたら、底面カバーを取り付けなおします。底面カバーを取りイ寸けなお 
すじは、な下の操作を行います。 

1. 底面カバーの6つのタブがある方の辺を、コンピューター本体の前面部分に合わせて傾けます 
(1)。 
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2. 底面カバーにある6つのタブを本体のスロットに差し込んで、底面カバーをコンピューターに取 
り付けます（2)。 



3. 底面カバーの手前側を下向きに回転させて（1)、カチッと音がするまでカバーを コン ピューター 
の本体に押し込んで固定します（2)。 



4. バッテリを取り付けなおします。 

野 を南1 詳しくは、このガイドの「バッテリの着脱」を参照してくださし、。 
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無線アンテナ 



名称 


説明 

(1) 

無線 WAN アンテナ （ X 2) (-部のモデルのみ）* 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信する 
無線信号を送受信します 

(2) 

無線 LAN アンテナ （ X 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信す 
る無線信号を送受信します 

* アンテナはコンピューターの外側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、アンテナの周囲に 
は障害物を置かないでください。 


お住まいの地域の無線に関する規定情報に ついては、 『規定、安全、および環境に関するごを 意』 を 
参照してください。これらの規を情報には、 [ヘルプと サポ ート] から アクセスで きます。 


その他のハードウェアコンポーネント 
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名称 


説明 

(1) 

電源コード* 

AC アダプターを電源コンセントに接続します 

(2) 

AC アダプター 

AC 電源を DC 電源に変換します 

(3) 

バッテリ* 

コンピューターが外部電源に接続されていないときに、コンピュー 
ターに電力を供給します 

* バッテリおよび電源コードの外観は国や地域によって異なります。この製品を日本国内で使用する場合は、製品に付属して 
いる電源コードをお使い〈ださい。付属の電源コードは、他の製品では使用できません。 


ラベルの確認 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解決したり、コンピューターを日本 
国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 

• シリアル番号ラベル：サポート窓口にお問い合わせいただ〈ときに必要となる重要な情報が記載 
されています。シリアル番号ラベルは、バッテリベイ内に貼付されています。 



© xmxxxxxx 

卜 

I Semi: mmxx 

llll ： llll|]| 11111111111111111 

t 

-Product: XXXXXXXX 
Warranty: lylyOy 
-Model: XXXXXXX 

国■■麵 laiiiiiiiiiii 

j 


名称 

(1) 

製品名 

(2) 

シリアル香号 

(3) 

製品香号 

(4) 

保証期間 

(5) 

モデルの説巧（一部のモデルのみ） 


• Microsoft Certificate of Authenticity : Windows のプロ ダクトキー （Product Key、Product ID ) が 
記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブル 
シューティングのときに必要になる場合があります。この証明書は、コンピューターのを面力 
バーの裏に貼付されています。コンピューターの規定ラベルにアクセスするには、このガイドの 
「底面カバーの取り外し」を参照して〈ださし、。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関するな下の情報が記載されています。 

。 オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各国または各地域の一部の認をマーク。才 

プションのデバイスは、無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイスなどで 
す。日本国外でモデムを使用するときに、この情報が必要になる場合があります。 

。 HP モバイルブロードバンドモジュールのシリアル番号 （ 一部のモデルのみ）。 
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規定ラベルは、 コン ピューターの底面カバーの裏に貼付されています。 コン ピューターの規定ラ 
ベルにアクセスするには、このガイドの「底面カバーの取り外し」を参照してください。 


ラベルの確認 15 
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電源の管理 


電源オプションの設定 

省電力設定の使用 

お使いのコンピューターでは、2つの省電力設定が出荷時に有劾になっています。スリープおよびハ 
イバネーシヨンです。 

スリープを開始すると、電源ランプが点滅し、画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保を 
されるため、スリープ状態を終了するときはハイバネーションを終了するときよりも早く作業に戻れ 
ます。コンピューターが長時間スリープ状態になった場合、またはスリープ状態のときにバッテリが 
完全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバネーションを開始します。 

ハイバネーションを開始すると、データがハードドライブのハイバネーションフアイルに保巧され 
て、コンピューターの電源が切れます。 


A を意； オーディオおよびビデオの劣化、巧生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
や外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリープやハイバネーシヨンを開始しないで 
ください。 

酱 を記： コン ピユーターがスリープまたは ハイバ ネーシ ヨン 状態の場合は、無線接続や コン ピユー 
夕一の機能を実行す る ことが一切できなくなります。 


スリープの開始および終了 

バッテリ電源を使巧しているときは操作しない状態が15分続いた場合、または外部電源を使巧して 
いるときは操作しない状態が30分続いた場合に、システムがスリープを開始するように出荷時に設 
をされています。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の [コン ト□-ル/け、ル]の博源 オプション] を使用して変 
更できます。 

コンピューターの電源が入っているときにスリープを開始するには、な下の操作のどれかを行いま 
す。 


• 電源スイッチを短くスライドさせます。 

• ディスプレイを閉じます。 

• [スタート]一[シャツトダウン]ボタンの横にある矢印一[スリープ]の順にクリックします。 
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スリープ状態を終了するには、な下の操作のどれかを行います。 

• 電源スイッチを短くスライドさせます。 

• ディスプレイが閉じている場合は、ディスプレイを開いてタッチパッドを操作します。 

• キーボードのキーを押します。 

コンピュ^ターがスリープを終了すると、電源ランプが点滅から点灯に変わり、作業を中断した時点 
の画面に戻ります。 

& を壺^~ コンピューターがスリープを終了するときにパスワードの入力を要求するように設定した場 

合は、作業画面に戾る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 

ハイ バネ ー ショ ンの 開始および終了 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション]を使用してを 
更できます。 

ハイバネーションを開始するには、な下の操作を行います。 

▲ [スター ト]一[シャットダウン]ボタンの横にある矢印一 脚止 状態]の順にクリックします。 

ハイバネーションを終了するには、な下の操作を行います。 

▲ 電源スイッチを短くスライドさせます。 

コンピューターがハイ/《ネーションを終了すると、電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面 
に戻ります。 

歐 を記:~ コンピューターがハイ/くネーションを終了するときにパスワードの入力を要ホするように設 

定した場合は、作業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 

電源プランの使用 

電源プランは、コンピューターの電源の使用方まを管理するためのシステム設定の集合です。電源プ 
ランによって、電力を節約し、コンピューターのパフナーマンスを最大限に向上させることができま 
す。 

レ: i 下の電源プランを利巧できます。 

• HP 推奨 

• 高パフォーマンス 

• 省電力 

これらの電源プランの設定は[電源オプション]で変更できます。 

現在の電源プランの表示 

▲ タスクバーのち端の通な領域にある[バッテリメ ーター ] アイコンをクリックします。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一犀源オプション] の順に選巧し 
ます。 
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異なる電源プランの選択 

▲ 通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンをクリックし、一覧から電源プランを選択します。 
または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティト情源オプション]の順に選巧し 

て、一覧から電源プランを選巧します。 

電源プランのカスタマイズ 

1. 通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンー[電源オプション]の順にクリックします。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一犀源オプション]の順に選巧し 

ます。 

2. 電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を変更します。 

4. その他の設定を変更するには、[詳細な電源設定の変更]をクリックし、変更を行います。 

スリープまたはハイバネーション終了時のパスワード保護の設定 

スリープまたはハイバネーション状態が終了したときにパスワードの入力をホめるようにコンピュー 
夕一を設定するには、 レ: i 下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティト博源オプション]の順に選択し 

ます。 

2. 左側の枠内で、にリープ解除時のパスワード保護]をクリックします。 

3. [現在利用可能ではない設定を変更します]をクリックします。 

4. [パスワードを必要とする（巧奨)]をクリックします。 

5. [変更の保存]をクリックします。 

外部電源の使用 

外部電源は、付属している AC アダプターを通じてコンピューターに供給されます。 

A 警吾!~ ま全に関する問題の発生を防ぐため、コンピューターを使巧する場合は、コンピューターに 

付属している AC アダプター、 HP が提供する交換巧 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターだけを使用してください。 

な下のを件のどれかにあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接続してください。 

A 警告' 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでください。 

• バッテリ充電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウエアをインストールまたは変更する場合 

• CD または DVD に情報を書き込む場合 


18 第3章電源の管理 






コンピューターを外部電源に接続すると、な下のようになります。 


• バッテリの充電が開始されます。 

• コンピューターの電源が入ると、通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンの表示が変わりま 
す。 

外部電源の接結を外すと、な下のようになります。 

• コン ピュ ーターの 電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。 巧 操作キーを押して輝度を上 
げるか、 AC アダプターを接続しなおします。 

AC アダプターの接続 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、必ずな下の注意事項を守ってください。 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでください。 

コンピユーターへの外部電源の供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコンピユー 
夕一 からではなく コンセントからないてください。 

安全に使巧するため、必ず電源コードのアース端子を使用して接地してください。2ピンのアダプター 
をち続す るな どして電源コードのアース端子を無効にしないで〈ださい。アース端子は重要な安全上 
の機能です。 


外部電源にコンピューターを接続するには、な下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコン ピューターの 電源コネクタに接続しますり）。 

2. 電源コードを AC アダプターに差し込みます口）。 

3. 電源コードの反対側の端を電源コンセントに接続します口）。 



バッテリ電源の使用 

充電ミきみのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピューターはバッテリ電源 
で動作します。外部電源に接続されている場合、コンピューターは外部電源で動作します。 
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巧電巧みのバッテリを装着したコンピューターが AC アダプターから電力が供給される外部電源で動 
作している場合、 AC アダプターを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


m を記. 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。輝度を上げるには、 巧 操作キーを使用するか、 AC アダプターを接続しなおします。 


作業環境に応じて、バッテリをコンピューターに装着しておくことも、ケースに保管しておくことも 
巧能です。コンピューターを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリ 
は充電されるため、停電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリをコン 
ピューターに装着したままにしておくと、コンピューターを外部電源に接続していない場合は、コン 
ピューターがオフのときでもバッテリは徐々に放電していきます。 


A 警告！ ま全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、コンピューターに付属し 
ているバッテリ、 HP が提供する交換巧バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用 
してくださし、。 


バッテリは消巧品で、その寿命は、電源管理の設を、コンピューターで動作しているプログラム、画 
面の輝度、コンピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素によって異なりま 
す。 

バッテリ充電残量の表示 

▲ タスクバーのち端の通知領域にある[バッテリメ ーター ] アイコンの上にポインターを移動しま 
す。 

[ヘルプとサポート]でのバッテリ情報の確認 

[ヘルプとサポート]では、バッテリに関するな下のツールと情報が提供されます。 

• バッテリの性能をテストするための [HP バッテリチェック]ツール 

• バッテリの寿命を延ばすための、バッテリゲージの調整、電源管理、および適切な取り扱いと 
保管に関する情報 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 
[バッテリ情報]にアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[電源オプション]一[電源プラ 
ンの詳細]の順に選択します。 


[ HP バッテリチェック]の使用 

[ヘルプとサポート]では、コンピューターに取リイ寸けられているバッテリの状態について情報を提か 
します。 

[HP バッテリチXック]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターに接続します。 

野 を記: [ HP バッテリチてック]を正常に動作させるため、コンピューターを外部電源に接続し 
ておく必要があります。 

2. [スタート]一[ヘルプとサポ ー ト]一[トラブルシューティング]一犀源、サーマル、および機械]の 

順に選択します。 

3. [電源]タブをクリックし、 [HP バッテリチェック]をクリックします。 
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[ HP バッテリ チェック] は、バッテリとそのセルを検査して、バッテリとそのセルが正常に機能して 
いるかどうかを確認し、検査の結まを表示します。 


テリの着脱 


A を意： コンピューターの電源としてバツテリのみを使巧しているときにそのバツテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。バツテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらか 
じめ ハイ バネーシヨンを開始するか Windows の通常の手順でシャツトダウンしておいてください。 

バツテリを装着するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを裏返してを定した平らな場所に置きます。 

2. バツテリのタブを コン ピューターのくぼみに合わせてから、バツテリをバツテリベイに挿入し 
ます。バッテリリリースラッチでバッテリが自動的に固定されます。 



バッテリを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを裏返してを定した平らな場所に置きます。 
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2. バツテリリリースラツチをスライドさせてり）バツテリの固まを解除してから、バツテリを取 
り外します（2)。 



バッテリの充電 


A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでください。 _ 

AC ァダプターを使用してコンピューターを外部電源に接続すると、バッテリの充電が開始されます。 

バッテリは、コンピューターの電源が入っているかどうかにかかわらず充電されます力 《 、電源を切っ 
たときのちが早く充電が完了します。 

バッテリが新しいか2週間な上使巧されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
りイ圧すぎたりする場合、充電に時間がかかることがあります。 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようじするには、な下の点に;ま意してく 
ださい。 

• 新しいバッテリを巧電する場合は、コンピューターの電源を入れる前にバッテリを完全に充電し 
てくださし、。 

• バッテリランプが白色に点灯するまでバッテリを巧電して〈ださし、。 


腎 を記： コンピューターの電源が入っている状態でバッテリを巧電すると、バッテリが完全に巧 
電される前に通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンに100%と表示される場合があります。 

• 通常の使巧で完全巧電時の5%未満になるまでバッテリを放電してから巧電してください。 

• 1か月な上使用していないバッテリは、単に充電を行うのではなく、バッテリゲージの調整を行 
います。 

バッテリランプには、な下のように巧電状態が表示されます。 

• 消な：お使いの コン ピューターはバッテリ電源で動作しています。 

• 白色で点滅：バッテリが口ーバッテリ状態と完全な口ーバッテリ状態のどちらかになっている 
力、、またはバッテリエラーが発生しています。完全な口ーバッテリ状態になった場合は、バッ 
テリランプがすばやく点滅し始めます。 
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• オレンジ色：バッテリが充電中です。 

• 白色に点な：コンピューターは外部電源にち続され、バッテリの充電は完了しています。 

バッテリの放電時間の最長化 

バッテリの放電時間は、バッテリ電源で動作しているときに使用する機能によって異なります。バッ 
テリの容量は自然に低下するため、バッテリの最長放電時間はお々じ短くなります。 

バッテリの放電時間を長く保つには、な下の点にを意してください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• バッテリが巧用されていないときまたは充電されていないときは、コンピューターからバッテリ 
を取り外します。 

• 気温や湿度のほい場所にバッテリを保管します。 

ローバッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時に設定されている警告メッセージおよびシステム応答について説明します。口一 
バッ テリ 状態の警告と システム応答の設定は、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション] 
で変更できます。[電源オプション]を使巧した設定は、ランプの状態には影響しません。 

ローバ ッ テリ状態の確認 

コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態になる 
と、バッテリランプが点滅します。 

口ーバッテリ状態を解みしないと完全な口ーバッテリ状態に入り、バッテリランプがすばやく点滅 
します。 


完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピユーターではな下の化理が行われます。 

• ハイバネーシヨンが有効で、コンピユーターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
バネーシヨンが開始されます。 

• ハイ バネーシヨンが無効で、 コン ピユーターの電源が入っているか ス リープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失 
われます。 


ローバ ッ テリ状態の解決 

A を意:~ コンピユーターが完全な口ーバッテリ状態になり、ハイバネーシヨンが起動された場合は、 

情報の損失を防ぐため、電源ランプが消灯するまで電源を入れないでください。 

外部電源を使用できる場合のローバッテリ状態の解み 
▲ 純正の AC アダプターに接続します。 

充電巧みのバッテリを使用できる場合の口ーバッテリ状態の解み 

1. コンピユーターの電源を切るか、ハイ/くネーシヨンを開始します。 

2. 放電したバッテリを取り外し、充電ミ斉みのバッテリを装着します。 

3. コン ピューターの電源を入れます。 
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電源を使用できない場合のローバッテリ状態の解み 
▲ ハイバネーションを開始します。 

または 

作業中のデータを保存してコンピューターをシャットダウンします。 

ハイバネーションを終了できない場合の口ーバッテリ状態の解み 

ハイバネーションを終了するための十分な電力がコンピューターに残っていない場合は、な下の操作 
を行います。 

1. 充電済みのバッテリを装着するか、コンピューターを外部電源に接続します。 

2. 電源スイッチを短くスライドさせてハイ/くネーションを終了します。 

バッテリゲージの調整 

バッテリゲージの調整は、な下の場合に必要です。 

• バッテリ充電情報の表示が不正確な場合 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

バッテリを頻繁に使用している場合でも、1か月に2回な上バッテリゲージを調整する必要はありま 
せん。また、新しいバッテリを初めて使用する前にバッテリゲージを調整する必要はありません。 

手順1:バッテリを完全に充電する 

A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでください。 

鞍を 記： バッテリは、コンピューターの電源が入っているかどうかにかかわらず巧電されますが、電 
源を切ったときのちが早く巧電が完了します。 

バッテリを完全に充電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターじバッテリを装着します。 

2. コンピューターを AC アダプターに接続し、そのアダプターを外部電源に接続します。 

充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプがオレンジ色に点灯します。 

3. バッテリが完全に巧電されるまで、コンピューターを外部電源に接続しておきます。 

充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが白色に点灯します。 

手順2 :ハイバネーションおよびスリープを無効にする 

1. 通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコンー[電源オプション]の順にクリックします。 

または 

[スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [システムとセキュリティ] 一犀源 オプション] の順に選巧し 

ます。 

2. 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. バッテリゲージの調整後に設をを元に戻せるように、[バッテリ駆動]列の[ディスプレイの電源 
を切る]の設定を記録しておきます。 
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4. [ディスプレイの電源を切る]の設定を[しなし、]に変更します。 

5. [詳細な電源設定の変更]をクリックします。 

6. [スリープ]の横のプラス記号 （+ ) 一[ホの時間が経過後休止状態にする]の横のプラス記号の順 
にクリツクします。 

7. バッテリゲージの調整後に設定を元に戻せるように、[次の時間が経過後休止状態にする]の下の 
[バッテリ駆動]の設定を記録しておきます。 

8. [バッテリ駆動]の設定を[なし]に変更します。 

9. [0 のをクリックします。 

10. [変更の保巧]をクリックします。 

手順3 :バッテリを放電する 

バッテリの放電中は、コンピューターの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリは、 
コンピューターを使巧しているかどうかにかかわらず放電できますが、使用している方が早く放電が 
完了します。 

• 放電中じコンピューターを放置してお〈場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保巧して 
ください。 

• 放電中にコンピューターを使用する予定で、省電力設定を利用している場合、放電処理中はシス 
テムの動作がな下のようになります。 

。 モニターが 自動的にオフになりません。 

。 コンピューターがアイドル状態のときでも、ハードドライブの速度は自動的に化下しませ 

ん。 

。 システムによるハイバネーシヨンは開始されません。 

バッテリを放電するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターを外部電源から切り離します。ただし、 コン ピューターの電源は切らないでくだ 
さい。 

2. バッテリが放電するまで、バッテリ電源でコンピューターを動作させます。バッテリの放電が進 
んで口ーバッテリ状態になると、バッテリランプが白色で点滅し始めます。バッテリが放電す 
ると、バッテリランプが消灯して、コンピューターの電源が切れます。 

手順4 :バッテリを完全に巧充電する 

バッテリを再充電するには、な下の操作を行います。 

1 . コンピューターを外部電源に接続して、バッテリが完全に再ち電されるまで接続したままにしま 
す。再巧電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが白色に点'なします。 

バッテリの再ち電中でもコンピューターは使用できますが、電源を切っておく方が充電が早く完 
了します。 

2. コンピューターの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてバッテリランプが白 
色に点なした後で、コンピューターの電源を入れます。 
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手順 5 :ハイバネーションおよびスリープを巧びち効にする 

A 注意:~ バッテリゲージの調整後にハイ/くネーションを再度有効にしないと、コンピューターが完全 

な口ーバッテリ状態になった場合、バッテリが完全に放電して情報が失われるおそれがあります。 

1. 通知領域にある [バッテリメータ ー] アイコン ー [電源オプション]の 順に クリック します。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一情源オプション]の 順に選択し 

ます。 

2. 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. [バッ テリ駆動]列の項目を、記録しておいた設定に戻します。 

4. [詳細な電源設をの変更]をクリックします。 

5. [スリープ]の横のプラス記号 （+ ) 一[次の時間が経過後休止状態にする]の横のプラス記号の順 
にクリックします。 

6. [バッ テリ駆動]列を、記録しておいた設定に房します。 

7. [0 のを クリックします。 

8. [変更の保巧]をクリックします。 

バッテリの節電 

• Windows のロントロールパネル]で、[システムとセキュリティ]の障源オプション]から悼電力] 
電源プランを選択します。 

• ネットワークにち続する必要がないときは無線接結と口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) 接 
続をオフにして、モデムを使巧するアプリケーションを巧巧後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、使巧していないものをコンピューターから 
取り外します。 

• 巧巧していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• 必要に応じて画面輝度を調節するには、 口 および f 3 操作キーを使用します。 

• しばらく作業を行わないときは、 ス リープまたは ハイバ ネーシ ョンを 開始するか、 コン ピュー 
夕一の電源を切 ります。 

バッテリの保管 

A を意： 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 

2過間な上コンピューターを使用せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して別々に保管してください。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度のおい場所に保管して〈ださい。 

敦 を記:~~ 保管中のバッテリは6か月ごとに点検する必要があります。容量が50%未満になっている場 

合は、再充電してから保管してください。 

1か月な上保管したバッテリを使巧するときは、最初にバッテリゲージの調整を行って〈ださい。 
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使用済みのバッテリの処理 

A WW ~'. ~ 化学薬品による义傷や発火のおそれがありますので、分解したり、壊したり、巧をあけたり 

しないでください。また、接点をシヨートさせたり、义や水の中に捨てたりしないでください。 

バッテリの処理については、『規を、ま全、および環境に関するごま意』を参照してください。バッ 
テリは消耗品です。 

コンピューターのシャットダウン 

A を意： コンピューターをシャットダウンすると、保存されていない情報は失われます。 _ 

[シャッ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終了 
し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

lil 下の場合は、 コン ピューターをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB コネクタな外のコネクタに外イ寸けハードウエアデバイスを接続する場合 

• コンピューターを長期間使巧せず、外部電源から切断する場合 

電源スイッチでコンピューターをシャットダウンすることもできますが、 Windows の[シャットダウ 
ン]コマンドを使巧した手順をおすすめします。 

コンピューターをシャットダウンするには、な下の操作を行います。 

歐 を記:~ コンピューターがスリープまたはハイバネーシヨン状態の場合は、シャットダウンをする前 

にスリープまたはハイバネーシヨンを終了する必要があります。 

1. 作業中のデータを保巧して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート] をクリックします。 

3. [シャットダウン] をクリックします。 

コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使用できない場合は、な下の緊急手 
順を記載されている順に試みてください。 

• Ctrl + alt + delete キーを巧し、[電源]ボタンをクリックします。 

• 電源スイッチをスライドさせて5砂程度そのままにします。 

• コンピューターを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 
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4 インターネツ 


お使いのコンピューターは、な下の種類のインターネットアクセスに対応しています。 

• 有線： RJ -45 (ネットワーク）コネクタを使用してブロードバンドネットワークにち続すること 
で、インターネットにアクセスできます。 

• 無線：モバイルインターネット接続には、無線ち続を使用できます。無線ネットワークをセッ 
トアップしたり、既存のネットワークにコンピューターを追加したりする方まについては、「無 
線ネットワークへの接結」を参照してください。 
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有線ネットワークへの接続 

口ーカル エリアネットワーク （ LAN ) にお結するには、 8 ピンの RJ -45 ネットワークケーブル（別 
売）を使用する必要があります。ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止す 
るノイズ抑制コア （1) が取り付けられている場合は、コアが取り付けられている方のケーブルの端 
(2) をコンピューター側に向けます。 



ネットワークケーブルを接続するには、な下の操作を行います。 


A 警告！ 火傷や感電、义お、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接続しないでくださし、。 


1. ネットワークケーブルをコンピユーター本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 

2. ケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントに差し込みます（2)。 
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無線ネットワークへの接続 


無線デバイスの使用 

無線技術では、有線のケーブルの代わりじ電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 

コンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス：会社の事務巧、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、喫茶店、ホテル、大学など）で、コンピューターを無線口ーカルエ 
リアネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN 、 WLAN と呼ばれます）にち続 
します。無線 LAN では、各モバイル無線デバイスは無線ルータまたは無線アクセスポイントと 
通信します。 

• HP モバイルブロードバンドモジュール（一部のモデルのみ）：モバイルネットワーク事業をの 
サービスが利巧できる場所であればどこでも情報にアクセスできる、無線ワイドエリアネット 
ワーク（無線 WAN ) デバイスです。無線 WAN では、各モバイルデバイスはモバイルネット 
ワーク事業をの基地局と通信します。モバイルネットワーク事業をは、地理的に広い範囲に基 
地局（携帯電話の通信塔に似ています）のネットワークを設置し、県や地域、場合によっては国 
全体にわたってサービスエリアを効率的に提供します。 

• Bluetooth デバイス：他の Bluetooth 対応デバイス（コンピューター、電話機、プリンター、へッ 
ドセット、スピーカー、カメラなど）に接続するためのパーソナルエリアネットワーク 
( PAN ) を確立します。 PAN では、それぞれのデバイスが他のデバイスと直接通信するため、デ 
バイス間の距離を比較的近くする必要があります（通常は約10 m な内）。 

おほいのコンピューターは、な下の IEEE 業界標準に対応しています。 

• 802.11 b :最初に普及した規格であり、最大11 Mbps のデータ転送速度をサポートし、 2.4 GHz 
の周ぶ数で動作します。 

• 802.11 g :最大54 Mbps のデータ転送速度をサポートし、 2.4 GHz の周波数で動作します。 
802.1 1 g の無線 LAN デバイスは 802. 11 b デバイスとの後方互換性がある 十こめ' 両方を同じネッ 
トワークで使巧できます。 

無線は術について詳しくは、[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照して〈だ 

さし、。 

無線アイコンとネットワークアイコンの確認 


アイコン 

名前 

説明 

(< J )) 

無線（接続をみ） 

コンピューターのハードウ X アとしての無線ランプおよび無線操作 
キーの位置を示します。ソフトウェアとしては、コンピューター上の 
[HP Wireless Assis ね nt] ソフトウェアを示し、また 1 つレ: >1 上の無線デ 
バイスがオンになっていることを表します 

(‘巧 

無線（切断るみ） 

コンピューター上の [HP Wireless Assistant] ソフトウェアおよびすベ 
ての無線デバイスがオフになっていることを示します 


HP Connection 
Manager 

[HP Connection Manager] を開きます。 [HP Connection Manager] で 
は、 HP モバイルブロードバンドデバイスを使用した接続を作成でき 
ます（一部のモデルのみ） 

が 

お線ネットワーク接続 
(接続巧み） 

1 つ Jil 上の無線 LAN デバイスがネットワークに接続されていること 
を示します 
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アイコン 

名前 

説明 

が 

無線ネットワーク接続 
(切断済み） 

1つレ:1上の無線 LAN デバイスがネットワークに接続されていないこ 
とを示します 

菌 

ネットワークステー 
タス（接続巧み） 

1つレ:1上の LAN ドライバーがインス！ -- ルされていて、1つレ:1上の 
LAN デバイスがネットワークに接続されていることを示します 

巧 

ネットワークステー 
タス（切断巧み） 

1つレ:1上の LAN ドライバーがインス！ルされているが、どの LAN 
デバイスもネットワークに接続されていないことを示します 


無線 コント ロールの 使用 

な下の機能を使巧して、コンピューター本体の無線デバイスを制御できます。 

• f 12 無線操作キー 

• [HP Connection Manager ] ソフトウ x ア（一部のモデルのみ） 

• [HP Wireless Assistan ロソフトウエア（一部のモデルのみ） 

• オペレーティングシステ厶の制御機能 

無線操作キーの使用 

コンピューターには無線操作キー け12)、 1つ Jil 上の無線デバイス、1つの無線ランプがあります。 
お使いのコンピューターでは、すべての無線デバイスが工場出荷時に有効になっています。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態をますものであり、個々のデバイスの状態を表す 
ものではありません。無線ランプが白色の場合は、少なくとも1つの無線デバイスがナンになってい 
ることを示しています。無線ランプが点'なしていない場合は、すべての無線デバイスがオフになって 
いることを示しています。 

出荷時の設定ではすべての無線デバイスが有効になっています。このため、すべての無線デバイスの 
オンとオフの切り替えを無線操作キー け 12) で同時に行うことができます。 

[HP Connection Manager ] の使用（一部のモデルのみ） 

お使いの コン ピューターの HP モバイルブロードバンドデバイスを使用して無線 LAN に接続するに 
は 、 [HP Connection Manager ] を使用します。 

▲ [HP Connection Manager ] を開くには、タスクバーのち端の通知領域にある [HP Connection 
Manager] アイコンをクリックします。 

または 

[スター ト]一[すべてのプログラム]一 [HP Connection Manager] 一 [HP Connection Manager] の 

順に選択しまず。 

[HP Connection Manager ] の使用方法について詳しくは 、 [HP Connection Manager ] ソフトウ王アのへ 
ルプを参照して〈ださい。 
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[HP Wireless Assistan ロソフトウエアの使用 

無線デバイスは、 [HP Wireless Assistant] ソフトウェアを使巧してオンとオフを切り替えることができ 
ます。無線デバイスがセットアップューティリティで無効になっている場合、 [HP Wireless Assistant] 
を使用してそのデバイスのオンとオフを切り替えるには、最初にセットアップューティリティで無線 
デバイスを有効に設をしなおしておく必要があります。 


敷； ま記. 無線デバイスを有効にしても（オンにしても）、コンピューターがネットワークまたは 
Bluetooth 対応デバイスに自動的に接続されるわけではありません。 


無線デバイスの状態を表示するには、[陽れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域 
の左側にある矢印）をクリックし、無線アイコンの上にマウスポインターを置きます。 

無線アイコンが通知領域に表示されていない場合、な下の操作を行って [HP Wireless Assis ね nt] のプロ 
パティを変更します。 

1. [スター ト] 一[コントロールパネル]一[ネツ トワー クと インター ネツ ト] 一 [HP Wireless Assistan 口 

の順に選がします。 

2. [プロパティ] をクリックします。 

3. [通知領域の [HP Wireless Assis ね nt] アイコン] の横のチェックボックスにチェックを入れます。 

4. [適用]をクリックします。 

5. [閉じる]をクリックします。 

詳しくは、 [HP Wireless Assistan ロソフ トウェアの ヘルプを 参照してください。 

1. 通知領域にあるアイコンをダブルクリックして [HP Wireless Assis ね nt] を起動します。 

2. [ヘルプ] ボタンをクリックします。 

取り付けられている無線デバイスごとにオソオフの状態を表示してデバイスを個別に制御するには、 
[HP Wireless Assis ね口口のプロパティダイアログボックスを使用します。オソオフの状態を表示する 
には、 Jil 下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある [HP Wireless Assistant] アイコンをダブルクリックします。 

2. [プロパティ] をクリックします。 

3. 次に、[搭載されている無線デバイスごとの制御]チェックボックスにチェックを入れ、[適用]を 
クリックします。 

4. 各無線デバイスを個別に制御するには、[オフにする]または[オンにする]をクリックします。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

-部のオペレーティングシステムでは、オペレーティングシステム自体の機能として内蔵無線デバ 
イスと無線接続を管理する方法が提供されています。たとえば、 Windows では、[ネットワークと共 
有センター]によって、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接続、無線ネット 
ワークの管理、およびネットワークの問題の診断と修復が行えます。 

▲ [ネットワークと共有センター]にアクセスするには、 [スター ト]一[コント ロールパネル] 一 [ネッ 
トワークと共ちセンター]の順に選択します。 

詳しくは、に夕ート]一[ヘルプとサポート]の順に選がします。 
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無線 LAN の使用 

無線 LAN デバイスを巧用すると、無線ルータまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、 
複数のコンピューターおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 
LAN ) にアクセスできます。 


寶 を記： 無線ルータと無線アクセスポイントという用語は、同じ意味で使巧されることがよくありま 
す。 


• 企業無線 LAN や公共無線 LAN などの大規模無線 LAN では通常、多数のコンピユーターや周辺 
機器に対応できる無線アクセスポイントを巧用することによって、重要なネットワーク機能を 
他のサービスから切り離すことができます。 

• ホームオフィス 無線 LAN や スモールナフィス 無線 LAN では通常、無線 ルー タを使用して、複 
数台の無線接続またはち線接続のコンピユーターでインターネットち続、プリンター、および 
ファイルを共有できます。追加のハードウエアやソフトウエアは必要ありません。 

お使いのコンピユーターに搭載されている無線 LAN デバイスを使巧するには、無線 LAN インフラス 
トラクチャ（サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供される）にち続す 
る必要があります。 


無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接結するには、な下のような準備が必要です。 

• ブロード'バンドモデム （DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダー(に P) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ルータ（別売） （2) 

• 無線デバイスを搭載しているコンピューター (3) 

レ: i 下の図は、インターネットに接镜している無線ネットワークのインストール例を示しています。 



お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加できます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルータの製造元または旧 P から提供されている情報を 
参照してください。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN の標準仕様に備わっているセキュリティ機能は限られていて、基本的には大規模な攻撃では 
なく簡単な盜聴を防ぐための機能しかありません。そのため、無線 LAN には、既知でよく確認されて 
いるセキュリティの脆弱性があると認識しておくことが大切です。 

「無線 LAN スポット」と呼ばれるインターネットカフェや空港などで利用できる公ま無線 LAN で 
は、セキュリティ対策が取られていないことがあります。公共の場でのセキュリティと匿名性を高め 
る新しい技術は、無線デバイスの製造元や無線 LAN スポットのサービスプロバイダーによって開発 
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されている段階です。無線 LAN スポットを利用するときにコンピューターのセキュリティに不をがあ 
る場合は、ネットワークに接続しての操作を、重要でない電子メールや基本的なネットサーフィン程 
度にとどめておいてください。 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。一般的なセキュリティレベル 
は 、 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) -Personal と WEP (Wired Equivalent Privacy ) です。無線信号 
はネットワークの外に出てしまうため、他の無線 LAN デバイスに保護されていない信号を拾われ、 
(許可しない状態で）ネットワークに接続されたり、ネットワークでやり取りされる情報を取得され 
たりする可能性があります。ただし、事前に巧まを取ることで無線 LAN を保護できます。 

• セキュリティ機能内蔵の無線トランスミッタを使用する 

無線基地局、ゲートウエイ、またはルータといったトランスミッタのをくには、無線セキュリ 
ティプロトコルやファイアウォールといったセキュリティ機能が内蔵されています。適切な無 
線トランスミッタを使巧すれば、無線セキュリティでの最も一般的なリスクからネットワークを 
保護できます。 


• ファイアウオールを利用する 


ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要求をチェックし、疑わし 
いデータを破棄する防御壁です。利巧できるファイアウォールにはさまざまな種類があり、ソフ 
トウェアとハードウェアの両方があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせ 
て使巧します。 

• 無線を暗号化する 

さまざまな種類の高度な暗号プロトコルが、無線 LAN ネットワークで利巧できます。お使いの 
ネットワークのセキュリティにとって最適な解み策を、な下の中から探してください。 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy) は、すべてのネットワークデータを送信される前に 
WEP キーで巧号化または暗号化する無線セキュリティプロトコルです。通常は、ネット 
ワーク側が割り当てた WEP キーを使用できます。また、自分でキーを設定したり、異なる 
キーを生成したり、他の高度なオプションを選んだりすることもできます。正しいキーを持 
たない他のューザーが無線 LAN を使用することはできなくなります。 

。 WPA (Wi-Fi Protected Access) は、 WEP と同じように、セキュリティ設定によってネッ 
トワークから送信されるデータの暗号化および復号化を行います。ただし、 WEP のように 
1つの決められたセキュリティキーを利用して暗号化を行うのではなく 、 「TKIPJ (temporal 
key integrity protocol ) を使用してパケットごとに新しいキーを動的に生成します。また、 
ネットワーク上にある コン ピューターごとに異なるキーのセットを生成します。 

無線 LAN への接続 

無線 LAN に接結するには、な下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。オンになっている場合は、無線ラン 
プが白色に点なしています。無線ランプが点なしていない場合は、 け2 操作キーを押して無線接 
続をオンにします。 

2. タスクバーのち端の通知領域にあるネットワークアイコンをクリックします。 

3. —覧から無線 LAN を選択します。 

4. [接続]をクリックします。 
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ネットワークがセキュリティ設定巧みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードであるネッ 
トワークセキュリティキーの入力をボめるメッセージが表示されます。コードを入力し、[〇の 
をクリックしてち結を完了します。 


野 を記； 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルータまたはアクセスポイントの範团外 
にいることを示します。 

を記： 接続したいネットワークが表示されない場合は、[ネットワークと共ちセンターを開く] 
一[新しい接続まわはネットワークのセットアップ]の順にクリックします。オプションの一覧が 
表示されます。手動での検索や、ネットワークへのち続、新しいネットワーク接続のセットアツ 
プなどのオプションを選択できます。 


接続完了後、タスクバーち端の通な領域にあるネットワークアイコンの上にマウスポインターを置 
くと、接続の名前およびステータスを確認できます。 


腎 を記： 動作範囲（無線信号が届く範困）は、無線 LAN の実装、ルータの製造元、および壁やホなど 
の建造物やその他の電子機器からの干渉に応じて異なります。 


無線 LAN の使巧方法に ついて 詳しくは、な下の リソース を参照してください。 

• インターネットサービスプロバイダー ( ISP ) 力、ら提供される情報や、無線ルータやその他のお 
線 LAN 機器に添付されている説明書等 

• [ヘルプと サポート]で提供されている情報や、そこにある Web サイトのリンク 

近くにある公共無線 LAN の一覧 について は、 旧 P に 問い合わせるか Web を検索してください。公共 
無線 LAN の一覧を掲載している Web サイトは、「無線 LAN スポット」などのキーワードで検索でき 
ます。それぞれの公共無線 LAN の場所に ついて、 費用と接続要件を確認します。 

企業無線 LAN へのコンピューターのち続について詳しくは、ネットワーク管理をまたは IT 部門に問 
い合わせてください。 

他のネットワークへの口ーミング 

お使いのコンピューターを化の無線 LAN が届く範囲に移動すると、 Windows はそのネットワークへ 
の接続を試みます。接続の試行が成功すると、お使いのコンピューターは自動的にそのネットワーク 
に接続されます。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 
LAN に接続するために最初に行つた操作をもう一度実行してください。 
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HP モバイルブロー ド'バンドの使用 （ 一部のモデルおよび一部 
の国や地域のみ） 

HP モバイルブロードバンドを使巧すると、 コン ピューターで無線ワイドエリアネットワーク 
( WWAN ) を使巧できるため、無線 LAN の使用時よりも、よりをくの場巧のより広い範团からイン 
夕ーネットにアクセスできます。 HP モバイルブロ ードバンドを使用するには、ネットワークサービ 
スプロバイダー(モバイルネットワーク事業をと呼ばれます）と契約する必要があります。ネット 
ワークサービスプロバイダーは、ほとんどの場合、携帯電話事業者です。 HP モバイルブロード/く 
ンドの対応範团は、携帯電話の通話可能範囲とほぼ同じです。 


モバイルネットワーク事業をのサービスを利用して HP モバイルブロードバンドを使用すると、出張 
や移動中、または無線 LAN スポットの範囲外にいるときでも、インターネットへの接続、電子メール 
の送信、および企業ネットワークへの接続が常時可能になります。 


CDMA (Code Division Multiple Access ) を有効にするための要件と GSM (Global System for Mobile 
Communications ) を有効にするための要件は異なります。 CDMA では MEID が必要ですが、 GSM で 
は SIM および SIM の情報が必要です。 

HP モバイルブロードバンドは 、な下のテクノ ロジをサポートしています。 

• HSPA (High Speed Packet Access ) は、 GSM 電気通信標準に基づいてネットワークへのアク 
セスを提供します。 


HSPA サービスを有効にするには、モバイルブロードバンドサービスをち効にするために HP 
モバイルブロードバンドモジユールの IMEI (International Mobile Equipment Identity ) 番号が必 
要な場合があります。 IM 曰番号は、コンピユーターの/くッテリベイの内側に貼付されているラ 
ベルに印刷されています。 

HSPA モバイルネットワーク事業をのサービスを利用するには 、 SIM (Subscriber Identity 
Module ) を使用する必要があります。 SIM には 、 PIN (個人識別番号）やネットワーク情報な 
ど、ユーザーに関する基本的な情報が含まれています。 

-部のコンピユーターでは、 SIM がバッテリベイにあらかじめ装着されています。 SIM があら 
かじめ装着されていない場合、 SIM は、コンピユーターに付属している HP モバイルブロード/く 
ンド情報のパケットに含まれているか、モバイルネットワーク事業をから別途入手できること 
があります。 

SIM の装着および取り出しについて詳しくは、この章の 「 SIM の装着」および 「 SIM の取り出 
し」の項を参照してください。 

• EV-DO (Evolution Da ね Optimized ) は、 CDMA 電気通信標準に基づいてネットワークへのアク 
セスを提供します。 

モバイルブロー ド'バンドサービスを有効にするには、 HP モバイルブロー ドバンド' モジユールの 
MED (Module Mobile Equipment Identifier ) が必要な場合があります。 M 曰 D は、コンピユーターの 
バッテリベイの内側に貼付されているラベルに印刷されています。 


HP モバイルブロードバンドに関する情報や、推奨されるモバイルネットワーク事業をのサービスを 
ち効にするちまについては、 コン ピューターに付属している HP モバイルブロードバンド情報を参照 
してく ださい。詳しくは 、 HP の Web サイト、 http :// 1150146 . www 5. hp . com / products / portables / 
mobilebroadband / を参照してください。 
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SIM の装着 

A ~ SIM を装着するときには、力ードの欠けた一角が図に示された位置にくるようにしてくださ 

し、。 SIM を上下または裏表反対に挿入した場合、カチッという音はせず、バッテリは正し〈固定され 
ずに SIM および SIM コネクタが損傷するおそれがあります。 

コネクタの損傷を防ぐため、 SIM を装着するときは無理な力を加えないでください。 

SIM を装着するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源スイッチをスライドさせてコンピューターの電源を入 
れます。次にナぺレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、ま定した平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

歐 を記:一 詳しくは、このガイドの「バッテリの着脱」を参照してください。 

7. SIM を SIM スロットに挿入し、しっかり固定されるまでそっと巧し込みます。 



8. バッテリを取り付けなおします。 

野 を記:ー バッテリを装着しなおさないと、 HP モバイルブロードバンドは無効になります。 ； 

9. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

10. コン ピューターの電源を入れます。 
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SIM の取り出し 

SIM を取り出すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源スイッチをスライドさせてコンピューターの電源を入 
れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターにお結されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、まました平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

7. SIM をいったんスロットに押し込んで、固定を解除してから取り出します。 



8. バッテリを取り付けなおします。 

歐 を瓦一 詳しくは、このガイドの「バッテリの着脱」を参照してください。 

9. コンピューターのカパ'—を上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

10. コン ピューターの電源を入れます。 
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Bluetooth 無線デバイスの使用 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、な下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コン ピュ ーター(デスクトップ、ノートブック、 PDA ) 

• 電話機（携帯、 スマートフォン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• 才ーディオデバイス（ヘッドセット、スピーカー ） 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設まできるピアッー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用ちまについては、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共ち（に S ) 

ホス トとして 1 台の コン ピューターに Bluetooth を設をし、その コン ピューターをゲートウエイとし 
て利用して他の コン ピューターがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめ 
しません。 Bluetooth を使用して 2 台な上の コン ピューターを接続する場合、インターネット接続共 
有（に S ) が可能な コン ピューターはそのうちの 1 台で、化の コン ピューターは Bluetooth ネット ワー 
クを利用してインター ネッ 卜にち続することはできません。 

Bluetooth は、お使いの Mini と、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線デバイスと 
の間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および Windows オペ 
レーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコンピューターを 
Bluetooth 経由で常時接続しておくことはできません。 
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マルチメディア機能 

お使いのコンピューターには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機 
能が含まれています。また、な下のようなマルチメディアコンポーネントが含まれている場合があり 
ます。 


• 音楽を再生する内蔵スピーカー 

• 写真および動画を撮影できる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストール巧みのマルチメディ 
アソフトウェア 

ここでは、お使いのコンピューターにさまれているマルチメディアコンポーネントを確認する方ま、 
およびマルチメディアコンポーネントを使巧する方法について説明します。 

マルチメディアコンポーネントの確認 

な下の図と表で、コンピューターのマルチメディア機能について説明します。 
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名称 



説明 

(1) 


Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを巧巧しています 

(2) 


Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 




注記： 動画の取り込みおよび編集を行うには、プリインス 

I —ルされている [Arcsoft WebCam Companion 3] ソフトウェ 
アを使用できます 

(3) 


内蔵マイク 

サウンドを録音します 

(4) 


スピーカー ( X 2) 

サウンドを出力します 

(5) 

が 

ボリュームミュート（消音）操作キー 
けり） 

スピーカーの音を消したり元に戻したりします 

(6) 

4 + 

音量上げ操作キー け1〇) 

スピーカーの音量を上げます 

(7) 

4 - 

音量下げ操作 キーけ 9) 

スピーカーの音量を下げます 

(8) 

を 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ/ 
オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤ 
フォン、ヘッドセット、またはテレビオーデイオにを続し 
たときに、サウンドを出力します。別売のヘッドセットマ 
イクもここにを続します 
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名称 

説明 


警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、 
音量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフォン、または 
へッドセットを使用してください。ま全に関する情報につい 
て詳しくは、『規定、ま全、および環境に関するご注意』を 
参照してください 


を記： コネクタにデバイスを接続すると、コンピューター 
本体のスピーカーは無効になります 


オーディオコンポーネントには、4芯コネクタが装備されて 
いる必要があります 


音量の調整 

音量の調整には、コンピューターのな下の音量操作キーを巧巧できます。 

• 音量を下げるには、音量下げ操作キーび 9) を押します（1)。 

• 音量を上げるには、音量上げ操作キー け 10) を押します（2)。 

• 音を消'したり音量を元に戻したりするには、ボリュームミュート（消音）操作キー び11) を巧 
します（3)。 


Q 9 Q 



• Windows の[ボリュームコントロール]: 

a . タスクバーのち端の通矢 D 領域にある[スピーカー]アイコンをクリックします。 

b . 音量を調整するには、スライダーを上下に移動します。[スピーカーをミュート]アイコンを 
クリックすると、音が出な〈なります。 

または 

a . 通知領域にある[スピーカー]アイコンをちクリックして、[音量ミキサーを開く]をクリック 
します。 

b . 音量を調整するには、[スピーカー]列でスライダーを上下に移動します。にピーカーをミュー 
卜]アイコンをクリックして音をミ肖すこともできます。 
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[スピーカー]アイコンが通知領域に表示されない場合は、な下の操作を行って表示します。 

a. [隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左端にある矢印）をちク 
リックします。 

b. [通巧アイコンのカスタマイズ]をクリックします。 

C. [動作]で、[スピーカー]アイコンの[アイコンと通知を表对を選択します。 
d. [0 のをクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 
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メディア操作キーの使用 

メディア操作キーは、外付けオプティカルドライブ（別売）内の才ーデイオ CD、DVD、 または BD 
の再生を調整します。 


W を記： 外付けオプティカルドライブは、ハブなどの他の外付けデバイスにある USB コネクタでは 
なく、コンピューター本体の USB コネクタに接続する必要があります。 


• 才ーディオ CD、DVD、 または BD が再生中でない場合、 再生/-時停止 操作キーけ 6) を押すと 
ディスクが巧生されます（2)。 

• 才ーディナ CD、DVD、 または BD の再生中は、な下のキーを使用します。 


。 才ーディオ CD の前のトラックまたは DVD や BD の前のチャプターを再生するには、 前の 

トラック 操作キー （巧） を押します（1)。 


。 ディスクの巧生を一時停止または再開するには、 再生/一時停止 操作キーけ 6) を押します 

(2)。 

。 ディスクを停止するには、 停止 操作キー （口） を押します（3)。 


。 才ーディオ CD の次のトラックまたは DVD や BD の次のチヤプターを再生するには、 次の 

トラック 操作キーけ 8) を押します（4)。 


0 0 0 0 



マルチメディアソフトウエア 

お巧いのコンピユーターにはマルチメディアソフトウエアがプリインスIルされています。コン 
ピユーターに搭載されているハードウエアおよびソフトウエアによっては、マルチメディアに関する 
な下の操作がサポートされている場合があります。 

• オーディオ/ビデオ CD、 オーディオ/ビデオ DVD、 およびインターネットラジオを含むデジタ 
ルメディアの再生 

• データ CD の作成またはコピー 

• ナーディナ CD の作成、編集、および書き込み 

• DVD やビデオ CD でのビデオまたは動画の作成、編集、および書き込み 
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プリインストールされているマルチメディアソフトウェアの使用 

プリインストールされているマルチメディアソフトウェアを確認するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、使巧するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。たとえば 、 [Windows Me 出 a Player ] (-部のモデルのみ）を使巧する場合は、 [Windows 
Media Player] をクリックします。 


野 を記. サブフォルダーにさまれているプログラムもあります。 

インターネットからのマルチメディアソフトウェアのインス I ル 

▲ インターネットからマルチメディアソフトウェアをインストールするには、ソフトウェアの製 
造元の Web サイトにアクセスし、説明に沿って操作します。 


載 を記： インターネットからダウンロードしたソフトウェアにはウィルスが含まれている可能性があ 
ります。詳しくは、「セキュリティ」の章を参照してください。 
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オーディオ 

お使いのコンピューターでは、レ^下のさまざまな才ーディオ機能を使用できます。 

• コンピューター本体のスピーカーまたは接続した外付けスピーカーを使巧した、音楽のち生 

• 内蔵マイクまたは別売のへッドセットマイクを巧巧した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディナと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ ま然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、 
イヤフナン、またはヘッドセットを使巧してください。を全に関する情報について詳しくは、『規 
を、安全、および環境に関するごま意 J 1 を参照してください。 


外付けスピーカー、 へッ ド フォン、へッ ド セット マイクなどの外付けデバイスの接続方まに ついて 
は、デバイスの製造元から提供される情報を参照してください。デバイスを良好な状態で使巧できる 
よう、な下の点に注意してください。 

• デバイスケーブルが、才ーディオ出力（ヘッドフォン）および才ーディオ入力（マイク）の両 
ちをサポートする4芯コネクタを備えていることを確認します。 

• 外付けデバイスケーブルがお使いのコンピューターのコネクタにしっかりと接続されているこ 
とを確認します。 

• 外付けデバイスに必要なドライバーがある場合は、そのドライバーをインストールします。 


腎 を記： ドライバーは、デバイスとデバイスが巧巧するプログラム間のコンパ'-夕一として機能 
する、必須のプログラムです。 


オーディオ機能の確認 

お使いのコンピューターのシステムサウンドを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロ ールパネル]の順に選択します。 

2. [ハードウ X アとサウンド]をクリックします。 

3. [サウンド]をクリックします。 

4. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラムイベント]で 
ビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択してから、[テスト]ボタンをクリックし 
ます。 

スピーカーまたは接結した へッ ドフォンから音が鳴ります。 

コンピューターの録音機能を確認するには、レ^下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選択します。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存します。 

3. [Windows Media Player ] または [HP TouchSmart ] を開き、サウンドを再生します。 
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野 を記： 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


コンピューターのナーディオ設をを確認または変更するには、[スタート]一[コントロ ールパネル]一 
[ハードウ X アとサウンド]一[サウンド]の順に選択します。 


動画 


お使いのコンピューターでは、な下のさまざまな動画機能を使巧できます。 


• 動画の巧生 

• インターネットを介したゲーム 

• プレゼンテーシヨンの作成のための画像や動画の編集 

• 外付けビデオデバイスの接続 

外付けモニターまたはプロジェクターの接続 

モニターやプロジェクターなどの外付けディスプレイは、 VGA ケーブル（別売）を巧用してコンピユー 
夕一の外付けモニター コネクタに接続します。 

外付けモニターまたはプロジ； L クターを接続するには、な下の操作を行います。 

1. 別売の VGA ケーブルをコンピューターの外付けモニターコネクタに接続します。 



2. ケーブルのもう一方の端を外付けモニターまたはプロジ X クターに接続します。 


歐 を記： 正しく接続された外付けモニターまたはプロジェクターの画面に画像が表示されない場合 
は、 f 4 操作キーを押して画像をその外付けディスプレイに転送します。 f 4 キーを繰り返し押すと、表 
示画面が外付けディスプレイとコンピューターとの間で切り替わります。 
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Web カメラ 

お使いのコンピューターには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。 Web カメラ 
は、動画を録画したり静止画像を撮影したりできる入カデバイスです。 


W を記 動画の録画および編集を行うには、プリインストールされている [Arcsoft WebCam Companion 

3] を使巧できます。 

[Arcsoft WebCam Companion 3] ソフトウエアを使巧して Web カメラにアクセスするには、な下の操 
作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [Arcsoft WebCam Companion 3] の順に選択します。 

2. ダイアログボックスで、 [ Capture ] (取り込み）または [ Edit ] (編集）を選択できます。 

腎 を記： 詳しくは、 [Arcsoft WebCam Companion 3] ソフトウェアのヘルプを参照してくださし、。 
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6 セキュリティ 


コンピューターの 保護 

Windows オペレーティングシステムおよび Windows な外のセットアップユーティリティによって提 
供される標準のセキュリティ機能によって、個人設をおよびデータをさまざまなリスクから保護でき 
ます。 

な下の機能を使巧するには、このガイドに記載されている手順に沿って操作します。 

• パスワード 

• フアイアウォールソフトウェア 

• ウィルス対策サポート (Norton Internet Security) 

• 緊急セキュリティアップデート 

歐 を晶^~~ セキュリティソリューシヨンは、抑止効まを発揮することを目的として設計されています 

力 《 、ソフトウ X アによる攻撃、またはコンピューターの盗難や誤った取りあいを完全に防ぐものでは 
ありません。 


を記： コンピューターを修理などのために送付する場合は、可能な限り事前にすべてのパスワード 
設定を削除して〈ださい。 




コンピューターでの危險性 

セキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

電源投入時パスワード 

データへの不正なアクセス 

• ファイアウオールソフトウェア 

• Windows Update 

セットアップユーティリティ、 BIOS 設を、およびその他の 
システム識別情報への不正アクセス 

管理者パスワード 

コンピューターへの現在または将来の脅威 

Microsoft からの緊急セキュリティアップデート 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

ユーザーパスワード 


パスワードの使用 

パスワードとは、お使いのコンピューターの情報を保護するために選択する文字列です。情報へのア 
クセスの制御方まに応じてさまざまな種類のパスワードを選択できます。パスワードは、 Windows、 
およびコンピューターにプリインストールされている Windows には依存しないセットアップユーティ 
リティで設をします。 
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A を意： コン ピユーターがロックされないように、設定したパスワードをすべて書き留めてくださ 
し、。ほとんどのパスワードは設定、変更、削除するときに表示されないため、パスワードをすぐに書 
き留め、他人の目にふれないを全な場所に保管する必要があります。 


セットアップユーティリティの機能と Windows のセキュリティ機能には、同じパスワードを使用で 
きます。また、複数のセットアップューティリティ機能に同じパスワードを使巧することもできま 
す。 


セットアップユーティリティでパスワードを設定する場合は、な下の点に;'主意してください。 

• パスワードは、最長8文字まで英数字を組み合わせて指定できます。また、大文字とル文字は区 
別されます。 

• セットアップユーティリティで設定するパスワードは、セットアップユーティリティのプロン 
プトで入力する必要があります。 Windows に設定されるパスワードは、 Windows プロンプトで 
入力する必要があります。 

パスワードを作成したり保巧したりするときは、な下のヒントを参考にしてください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、コンピューターから離れた他人の目にふれないを全な場所に保管 
する 

• パスワードをコンピューター上のファイルに保巧しない 

• 部外者が簡単に知ることができる名前などの個人情報を使巧しない 

な下の項目では、 Windows のパスワードおよびセットアップユーティリティのパスワードのそれぞ 
れの機能について説明します。スクリーンセーパ'-のパスワードなど、 Windows のパスワードにつ 
いては、に夕ート]一[ヘルプとサポート]の順に選択してください。 


Windows でのパスワードの設定 


パスワード 機能 


管理者パスワード 管理者レベルのデータへのアクセスを保護します 

を記： このパスワードは、セツトアップユーテイリテイの 
データへのアクセスには使用できません 


ユーザーパスワード Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します。コ 

ンピューターのデータへのアクセスも保護します。スリープ 
またはハイバネーシヨンを終了するときに入力する必要があ 
ります 


セツトアップユーテイリテイでのパスワードの設定 


パスワード 機能 


管理者パスワード* • セットアップユーティリティへのアクセスを保護します 

• パスワードの設定後は、セットアップユーティリティに 

アクセスするたびにこのパスワードを入力する必要があ 
ります 

を意： 管理者パスワードを忘れた場合は、セットアップ 
ユーテイリテイにアクセスできません 
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パスワード 

機能 

電源投入時パスワード* 

■ コンピューターのデータへのアクセスを保護します 

• パスワード設定後は、コンピューターの電源す曼入時、再 

起動時、またはハイ/くネーシヨンの終了時には必ずこの 
パスワードを入力する必要があります 

を意： 電源投入時パスワードを忘れると、コンピューター 
の電源を入れることも、再起動も、ハイ/くネーシヨンの終了 
もできなくなります 

* 各/くスワードについて詳しくは、 

お下の項目を参照してください。 


セットアップユーティリティの管理をパスワード 

管理をパスワードは、セットアップューティリティ内の設定値とシステム識別情報を保護します。パ 
スワードの設定後は、セットアップユーティリティにアクセスするたびにこのパスワードを入力する 
必要があります。 

管理をパスワードは、 Windows で設定した管理をパスワードで置き換えができず、設定、入力、を 
更、または削除時に表示されません。必ずパスワードを書き留め、ま全な場所に保管してください。 

セットアップユーティリティの管理をパスワードの管理 

パスワードを設定、変更、および削除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に 
[ F 10 = BIOS Setup Options ] というメッセージが表示されている間に、 f 10 キーを押します。 

2. 矢印キーを使巧して [Security] (セキュリティ）一 [Set Administrator Password] (管理をパス 
ワードの設定）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 管理をパスワードを設定するには、 [Enter New Password] (新しいパスワードの入力）お 
よび [Confirm New Password] (新しいパスワードの確認）フィールドにパスワードを入力 
し、 enter キーを押します。 

• 管理者パスワードを変更するには、 [Enter Current Password] (現在のパスワードの入 
力）フィールドに現在のパスワードを入力し、 [Enter New Password] および [Confirm New 
Password] フィールドに新しいパスワードを入力し、 enter キーを押します。 

• 管理者パスワードを削除するには、 [Enter Password] (パスワードの入力）フィールドに 
現在のパスワードを入力し、 enter キーを4回押します。 

3. 変更を保存してセットアップューティリティを終了するには、矢印キーを使巧して [Exit] (終 
了）一 [Exit Saving Changes] (変更を保巧して終了）の順に選巧します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

セットアップユーティリティの管理をパスワードの入力 

[Enter Password] (パスワードの入力）画面が表示されたら、管理をパスワードを入力して enter 
キーを押します。3回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動し、入力しなおして 
ください。 
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電源投入時パスワード 

電源巧入時パスワードは、コンピューターが不正に使巧されることを防ぎます。パスワード設定後 
は、コンピューターの電源巧入時、再起動時、またはハイ/くネーシヨンの終了時には必ずこのパス 
ワードを入力する必要があります。電源巧乂時パスワードの文字そのものは、設定、入力、変更、ま 
たは削除する場合にま示されません。 

電源投入時パスワードの管理 

パスワードを設定、変更、および削除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に 
[ F 10 = BIOS Setup Options ] というメッセージが表示されている間に、 け〇 キーを押します。 

2. 矢印キーを使巧して [Security] (セキュリティ）一 [Set Powei"-On Password] (電源巧入時パス 

ワードの設を）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 電源投入時パスワードを設定するには、 [Enter New Password] (新しいパスワードの入 
力）および [Confirm New Password] (新しいパスワードの確認）フイールドにパスワード 
を入力し、 enter キーを巧します。 

• 電源巧入時パスワードを変更するには [Enter Current Password] (現在のパスワードの入 
力）フイールドに現在のパスワードを入力し、 [Enter New Password] および [Confirm New 
Password ] フィ ールドに新しいパスワードを入力し、 enter キーを巧します。 

• 電源巧乂時パスワードを削除するには、 [Enter Current Password] フィールドに現在のパ 
スワードを入力し、 enter キーを4回巧します。 

3. 変更を保巧してセットアップューティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit] (終 
了）一 [Exit Saving Changes] (変更を保存して終了）の順に選択します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

電源投入時パスワードの入力 

[Enter Password] (パスワードの入力）画面が表示されたらパスワードを入力して enter キーを巧し 
ます。3回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動し、入力しなおしてください。 
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ウィルス対策ソフトウエアの使用 

コンピューターで電モメールを使巧したり、インターネットに接続したりする場合、コンピューター 
がコンピューターウィルスのを險にさらされます。コンピューターウィルスに感染すると、オペレー 
ティ ング システム、 アプリケーシヨン、ユーティリティなどが巧巧できなくなったり、正常に動作し 
なくなったりすることがあります。 

ウィルス対策ソフトウ王アを使用すると、既巧のウィルスを検出および駆除したり、多くの場合は 
ウィルスの被害にあった箇所を修復したりできます。新しく発見されたウィルスからコンピューター 
を保護するには、ウィルス巧まソフトウ X アを最新の状態にしておく必要があります。 

お使いのコンピューターには、ウィルス対まプログラムの [Norton Internet Security ] があらかじめイン 
ス I ルされています。 

• プリインストールされているバージヨンの [Norton Internet Security ] は、使用開始後60日間は無 
料で更新できます。延長更新サービスを購入し、60曰な後も新しいウィルスからコンピューター 
を保護する ことを強く おすすめ します。 [Norton Internet Security ] ソフトウエアの使巧と更新、お 
よび延長更新サービスの購入の手順は、プログラム内から参照できます。 

• [Norton Internet Security ] にアクセスしたり、詳しい情報を取得したりするには、に夕ートト[す 

ベてのプログラム]一 [Norton Internet Secur け y ] の順に選択します。 


寶 を記： ウィルス巧まソフトウてアを常に更新してコンピューターを保護することをおすすめしま 
す。 

を記： コンピューターウィルスについてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサポート]の[検索]テキ 
ストフイールドに「ウイルス」と入力してください。 


ウイルス対策ソフトウエアの使用 
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ファイアウナールソフトウエアの使用 

コンピューターで電モメ ールやネットワークを巧巧したりインターネットにアクセスしたりする場 
合、第兰をがコンピューターや個人巧ファイルにアクセスしたり、使巧をに関する情報を不正に取得 
してしまう可能性があります。プライバシを保護するため、コンピューターにプリインストールされ 
ているファイアウオールソフトウエアを巧用してください。 


ネットワーク処理のログおよびレポート情報や、自動アラームなどのファイアウォール機能を使用し 
て、コンピユーターでの送受信の流れを監視します。詳しくは、ファイアウォールの説明書を参照す 
るか、ファイアウナールの製造元に問い合わせてください。 


載を 記： 特定の状況下では、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックした 
り、ネットワーク上のプリンターやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添付 
ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解決するには、ファイアウナールを 
無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを巧度有効にします。問題を恒久的に解 
決するには、ファイアウオールを再設定します。 
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緊急アツプデートのインストール 


A を意： Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を配信しています。お使いのコンピューター 
をセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保護するため、通知があった場合はすぐに 
Microsoft 社からのすべてのオンライン緊急アップデートをインストールしてください。 


オペレーティングシステムやその他のソフトウてアに対するアップデートが、コンピユーターの工場 
出荷後にリリースされている可能性があります。すべての使用可能なアップデートが確実にコンピユー 
夕一にインス 卜ールされているようにするには、な下の操作を行います。 

• コンピユーターのセットアップが完了したら、できる限りすぐに [Windows Update] を実行しま 
す。[スタート]一[すべてのプログラム]一 [Windows Update ] の順に選択すると表示されるアップ 
デートリンクを使巧します。 

• [Windows Update] は、 1 か月に 1 回など、一定期間ごとに実行してください。 

• Windows およびその他の Microsoft のプログラムのアップデートカ《リリースされるたびに、 
Microsoft 社の Web サイトおよび[ヘルプとサポート]のアップデートリンクから入手します。 
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7 メディアカード 


別売のメディアカードは、データをを全に格納し、簡単にデータを共有できる力ードです。これらの 
力ードは、他のコンピューター(デバイス）な外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA など 
でよく使巧されます。 

お使いの コン ピューターのメディア スロツト は、な下のフォー マツ トに対応しています。 

• メモリーステイツク （ MS ) 

• メモリーステイツク PRO ( MS - PRO ) 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• SDHC (Secure Digital High Capacity ) メモリーカード（標準サイズおよび大きいサイズ） 

• xD ピクチヤーカード （ XD ) 

メディアカードの挿入 

A を意:~ メディアカードまたはコンピューターの損傷を防ぐため、メディアスロツトにはどのよう 

な種類のアダプターも巧入しないでください。 

を意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときには、無理な 
力を加えないでください。 

1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 
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2. メディアスロットに力ードを挿入し、力ードがしっかりと収まるまで巧し込みます。 



デ/《イスが検出されると音が鳴り、場合によっては使巧可能なオプシヨンのメニューが表示され 
ます。 


メディアカードの取り出し 


A を意- 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行ってメディアカードをを全に 
取り出します。 


1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 


腎 を記 データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの [コ ピー中]ウィンドウで [キヤ 

ンセル]をクリックします。 


2. メディアカードを取り出すには、な下の操作を行います。 

a. タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアをを全に取り外してメディアを取り出す] 
アイコンをクリックします。 


野 を記： タスクバーに[ハードウてアをを全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表 
示するには、[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢 
EP ) をクリックします。 


b. -覧からメディアカード名をクリックします。 


酱 を記： ハードウエアデバイスをを全に取り外すことができるというメッセージが表示さ 
れます。 
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c. 


メディアカードを押して固定を解除し、メディアカードを引いて スロッ トから取り出しま 
す。 
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USB デバイス 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus ) は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、ハ 
ブなどの別売の外付けデバイスを接続するためのハードウェアインターフ X イスです。デバイスをシ 
ステムに接続できます。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスにイ寸属している操作説明 
書を参照してください。 

コンピユーターには3つの USB コネクタがあり、 USB 1.0 、 USB 1.1、および USB 2.0 の各デバイス 
に対応しています。別売の USB ハブには、コンピユーターで使用できる USB コネクタが装備されて 
います。 

USB デバイスの接続 


A を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを接続するときは無理な力を加えないでく 
ださい。 


▲ USB デバイスを接続するには、 USB デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに接続します。 




デバイスが検出されると音が鳴ります。 


野 注記： USB デバイスを接結すると、通知領域にシステムがデバイスを認識したことを示すメッセー 
ジが表示されます。 
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USB デバイスの取り外し 


A を意； 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って USB デバイスをを全に 
取り外します。 

を意； USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
でください。 


USB デバイスを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[ハードウエアをま全に取り外してメディアを取り出す]アイ 
コンをクリックします。 


菌^ を記： タスクバーに[ハードウエアをを全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示す 
るには、[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をク 
リックします。 


2. -覧からデバイス名をクリックします。 


載を 記：_ デバイスをま全に取り外すことができるというメッセージが表示されます。 

3. デバイスを取り外します。 
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9 ポインテイングデバイスおよびキーボー 

K 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使用します。 


マウスのプロパティにアクセスするには、[スタート]一[デバイスとプリンター]の順に選巧します。次 
に、お使いのコンピューターを表すデバイスをちクリックして、[マウス設定]を選択します。 


タッチパッドの使用 

ポインターを移動するには、タッチパッドの表面でポインターを移動したいち向に指をスライドさせ 
ます。タッチパッドボタンは、外付けマウスの左ちのボタンと同様に使巧します。タッチパッドのス 
クロール ゾーンを使用して画面を上下にス クロールす るには、ス クロール ゾーンの線上で指を上下 
にスライドさせます。 


載 を記： タッチパッドの各部について詳しくは、このガイドの「タッチパッド J を参照してくださ 
い。 


タッチパッドでは、さまざまな種類のタッチパッドジ X スチヤがサポートされています。タッチパッ 
ドジェスチヤを行うには、な下の項目で説明しているように、2本の指をタツチパッド上に置きま 
す。 


ここで説明するタッチパッド操作は、工場出荷時に有効になっています。これらの操作を無効または 
再びち効にするには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある [Synaptics] (シナプティクス）アイコンをダブルクリック 
してから、 [Device Settings] (デバイスの設定）タブをクリックします。 

2. デバイスを選択し、 [Settings] (設定）をクリックします。 

3. チ：！：ックボックスのチ；！：ックを外してタッチパッド操作を無効にするか、チ： L ックを入れて再 
びち効にします。 

4. [Apply] (適巧）一 [0 のの順にクリックします。 

スク ロール 

スクロールは、ぺージや画像を上下に移動するときに便利です。スクロールを行うには、2本の指を 
タッチパッド上に置いて、それらの指をタッチパッド上で上下左右に動かします。 

野 を記:~ スクロールの 速度は、指を動かす速度で調整します。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 61 







ピンチ 


ピンチジェスチャを使用すると、 PDF、 画像、写真などを化大または縮小できます。 

ピンチはな下のように行います。 

• タッチパッドで 2 本の指を近づけた状態にして、その 2 本の指の間隔を拡げてオブジ I クトのサ 
イズを化大することで、ズームインできます。 

• タッチパッドで2本の指を互いに離した状態にして、その2本の指の間隔を狭めてオブジェクト 
のサイズを縮小することで、ズームアウトできます。 



回転 


回転ジェスチヤを使用すると、写真やぺージなどの項目を回転できます。回転を行うには、親指を 
タッチパッドに置いて固定し、その親指を中むにして人差し指で半円をおきます。 
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外付けマウスの接続 

USB コネクタのどれかを巧巧して外イ寸け USB マウスをコンピューターにち続できます。 


キーボードの使用 

操作 キーの 使用 

操作キーとは、キーボード上部にある特をのキーに割り当てられ、カスタマイズされた動作を行う 
キーのことです。 

操作キーを使用するには、そのキーを押したままにして、キーに割り当てられている機能を有効にし 
ます。 


m を記： 使用中のプログラムによっては、 わ およびどれかの操作キーを一緒に押すと、そのプログラ 
ム内で専巧のシヨートカットメニユーが表示されます。 

を記： 操作キーの機能は、出荷時に有劾に設定されています。この機能をセットアップユーティリ 
ティで無効にすると、 fn およびどれかの操作キーを一緒に巧さなければ、キーに割り当てられている 
機能を有タカにできなくなります。詳しくは、「セットアップューティリティ J の章を参照してくださ 
い。 



アイコン 説明 


[ヘルプとサポート]を表示します。[ヘルプとサポート]では、 Windows オペレー 
ティ ング システムとコンピュータ ー、 質問への回答とチュートリアル、およびコ 
ンピューターのアツプデートに関する情報が提供されます 
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アイコン 

説明 

半 

また、自動的なトラブル解決の方法およびサポートサイトへのリンクも提供され 
ます 

このキーを巧し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に下がります 

米 

このキーを巧し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に上がります 

口 I 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たと 
えば、コンピューターに外付けモニターを接綿している場合にこのキーを押す 
と、コンピューター本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コン 
ピューター本体と外付けモニターの両方のディスプレイのどれかに表示画面が切 
り替わります 

ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビ X 才方式を使用してコンピューター 
からビデオ情報を受け取ります。 表示画面切り替え キーで、コンピューターから 
ビデオ情報を受信している他のデバイスとの間でも表示画面を切り替えることが 
できます 


オーディオ CD の前のトラック、または DVD や BD の前のチャプターを再生しま 
す 

川 

オーディオ CD のトラック、または DVD や BD のチャプターを再生します 

■ 

才ーディオ CD 、 DVD 、 または BD を停止します 

… 

オーディオ CD の次のトラック、または DVD や BD の次のチャプターを再生しま 
す 

4 - 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一をの割合で徐々に下がります 

4 + 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一をの割合でお々に上がります 

か 

スピーカーの音をミ肖したり元に戻したりします 

(が 

無線機能をオンまたはオフにします 

注記： このキーでは無線接続は確立されません。無線接続を確立するには、無 
線ネットワークもセットアップされている必要があります 

prt sc 

コンピューター画面のスナップシヨットまたは画像が取り込まれてクリップボー 
ドにコピーされます 


ホットキーの使用 

ホットキーは、 わ キ ー ( 1 ) と esc キ ー ( 2 ) の組み合わせです。 
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機能 

ホットキー 

説明 

システム情報を表示する 

fn + esc 

システムのハードウエアコンポーネントやシス 
了ム BIOS のバージョン番号し関する情報が表不 
されます 


ホットキ ーコマン ドを コ ンピュ ー タ ー のキ ー ボ ー ドで使用するには、か下のどちらかの操作を行いま 

ず。 


• 短く fn キーを押してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押します。 

または 

• fn キーを押しながら、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押し、両方のキーを同時に離 
します。 


キーボー ドの使用目日 












タツチスクリーンの使用（一部のモデルのみ） 

-部のモデルでは、タッチスクリーン上で指を使巧して特定のアクシヨンを実行できます。 


敷を 記； ここに示す手順は、出荷時の設定に基づいています。認識されているクリックとフリックの 
設定を変更ずるには、に夕 ート ] 一[コントロ ー ルパネル] 一[ハー ドウエアとサウンド] 一 [ペンと入力 
タッチ]の順に選択します。 


タップ（またはクリック） 

タッチパッドまたは外付けマウスでクリックまたはダブルクリックする操作と同じように、画面上の 
項目をタップまたはダブルタップします。項目をタップして押し続けると、ちのタッチパッドボタン 
を押したときと同じようにコンテキストメニューが表示されます。 


m を記. オペレーティングシステムによって指が触れている領域のまわりに円が表示されるまで、 
タップした指を置いたままにする必要があります。円が表示された後、コンテキストメニューが表示 
されます。 


フリック 

画面にタッチして上、下、左、または右ち向にキムいのけるように早く動かすと、画面を切り替えたり 
ドキ ュメン トをすばやくスク ロールした りできます。 


載を 記. フリックの操作を有効にするには、スクロールバーがま示され、アクティブなウィンドウに 
存在している必要があります。 



ドラッグ 

画面上の項目に指を押し当てて、その指を動かすと、その項目を新しい場所にドラッグできます。こ 
の動作でドキ ュメン トを ゆつ くリスクロールすることもできます。 

スク ロール 

スクロールは、ぺージや画像を上下に移動するときに便利です。スクロールするには、2本の指を画 
面に置き、画面上で上下左右の方向にドラッグします。 

m 注記；~ スクロールの速度は、指を動かす速度で調整します。 
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回転 

回転ジェスチヤを使巧すると、写真やぺージなどの項目を回転できます。回おさせるには、画面に親 
指を固定して、親指の周巧に半円を®くように、人差し指を動かします。 



ピンチ 


ピンチジェスチヤを巧巧すると、 PDF、 画像、写真などを拡大または縮小できます。 

ピンチはな下のように行います。 

• 画面上で2本の指を互いに離した状態にして、その2本の指の間隔を狭めてオブジェクトのサイ 
ズを縮小することで、ズームアウトできます。 

• 画面上で 2 本の指を一緒の状態にして、その 2 本の指の間隔を拡げてオブジ X クトのサイズをお 
大することで、ズームインできます。 
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タッチスクリーンの設定 

▲ 視覚的情報の設定を行うには、に夕ート]一[コントロールパネルト[ハードウエアとサウンド] 
一[ペンと入カタッチ]の順に選択します。これらの設定は、タッチスクリーンとコンピューター 
に固有のものです。 

▲ 右利きと左利きの設定を行うには、[スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウン 
ド] 一 [Tablet PC 設对一[その他]タブの順に選択します。これらの設定は、タッチスクリーンと 
コンピューターに固有のものです。 

▲ ポインティングデバイスのポインターま度、クリックま度、マウスの軌跡などの設定を変更す 
るには、[スタート]一[デバイスとプリンター ] の順に選択します。次に、お使いのコンピューター 
を表すデバイスを右クリックして、[マウス設定]を選巧します。これらの設定は、システムのす 
ベてのポインティングデバイスに適巧されます。 

クリックの設定を変更またはテストするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[ペンとタッチ]一[ペンのオプ 
シヨン]タブの順に選択します。 

2. [ペン操作]の下で、操作を選択し、[設定]をクリックします。 

3. 変更を行う力、、設定をテストしてから[〇のをクリックします。 

フリックの割り当てを変更または作成するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] ーロントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[ペンとタッチ]一[フリック]夕 

ブの順に選巧します。 

2. [ナビゲーシヨンフリックと編集フリック]一[カスタマイズ]の順にクリックします。 

3. 画面の説明に沿って操作し、フリックの割り当てを変更または作成します。 

4. [0 のをクリックします。 
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ドライブ 


取り付けられているドライブの確認 

コンピューターに取り付けられているドライブを表示するには、[スタート]一 [コン ピュータ ー] の順に 
選択しまず。 


ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り扱いには;'主意が必要です。ドライブの取り 
おいについては、な下の;'主意事項を参照してください。必要に応じて、追加の注意事項および関連手 
順を示します。 
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A を意： コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、な下の点に注意してくだ 
さい。 

外付けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような場合 
は、事前にスリープを開始して画面表示が港‘えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り外 
してくださし、。 

ドライブを取りおう前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取りおい、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、 コン ピューターの電源を切ります。 コン ピューターの電源が切れている 
のか、スリープ状態か、または ハイ バネーシ ヨン 状態なのかわからない場合は、まず コン ピューター 
の電源を入れ、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

別売のオプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力 
したり、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動 
作です。外かけオプティカルドライブは、ハブなどの他の外付けデバイスにある USB コネクタでは 
なく、コンピューター本体の USB コネクタに接続する必要があります。 

バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前に/くッテリが十分に充電され 
ていることを確認してください。 

高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブにミ先剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発をビニールシートなどの緩衝材で適切に捆包し、捆包箱の表面に「コ 
ワレモノー取り扱いを意」と明記してください。 

ドライブを磁気に近づけないようにして〈ださい。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使巧してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 


外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使巧すると、情報を保存したり、情報にアクセスしたりできる場所 
が増えます。 

USB ドライブには、な下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD に D - RW コンボドライブ 
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• DVD + RW / R および CD - RW コンボドライブ 

• DVD ± RW / R および CD - RW コンボドライブ 

別売の外付けデバイスの使用 


野 を記： 必要なソフトウエアやドライバー、および使用するデバイス本体のコネクタの種類について 
詳しくは、外付けデバイスに付属している説明書を参照してください。 


外付けデバイスを接続するには、な下の操作を行います。 


A を意： 装置が損傷することを防ぐため、別電源が必要なデバイスを接続するときは、コンピユー 
夕 一の電源が切れていて、外部電源コードがコンピューターに接続されていないことを確認してくだ 
さし、。 


1. 外イ寸けデバイスを接続します。 

2. 別電源が必要なデバイスを接続した場合は、デバイスの電源 コー ドを接地した外部電源の コンセ 
ントに差し込みます。 

3. コン ピューターの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、コンピューターの電源を切り、コンピュー 
夕一本体から 取り外します。 別 電源が必要な外付けデバイスを取り外すときは、コンピューターの電 
源を切り、コンピューター本体から取り外した後、外付けデバイスの電源コードをおきます。 
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11 メモリモジュール 


コンピューター裏面には、1つのメモリモジュールコンパートメントが装備されており、底面カバー 
で覆われています。 コンピューターのメモリを増設するには、メモリモジュールスロットに装着さ 
れているメモリモジュールを交換します。 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

A を意： 静電気 （ ESD) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前にアースされ 
た金属面に触るなどして、身体じたまった静電気を放電してください。 


メモリモジュールを追加または交換するには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源 
スイッチをスライドさせてコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステム 
の通常の手順でシャットダウンします。 

3. コンピューターじち続されているすべての外イ寸けデバイスを取り外します。 

4. このガイドの「底面カバーの取り外し」の説明に沿って操作します。 

5. な下の要領で、既存のメモリモジュールを取り外します。 

a. メモリモジュールの両側にある留め具を左ちに引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 


A 注意： メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを圾うときは必ず左右の 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 
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b . メモリモジュールの左ちの端の部分を持って、そのままゆっくりと約め上に引き巧いて 
(2) 取り外します。 



取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 
6. な下の要領で、メモリモジュールを取り付けます。 


A を意： メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを巧うときは必ず左ちの端を 
持ってください。メモリモジュールの端子部分に触ったり、メモリモジュールを折り曲げたり 
しないようにを意してください。 


a . メモリモジュールの切り込みけ）とメモリモジュールスロットのタブを合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに押し込み、所をの 
位置に収まるまでメモリモジュールを巧し下げます（2)。 

C. カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左ちの 
端をゆつくりと巧し下げます（3)。 


A 注意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを折り曲げないでくださ 
い。 
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8. コンピューターのカパ'—を上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

9. コン ピューターの電源を入れます。 
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12 ソフトウェアの更新 


HP の Web サイトから、コンピユーターに付属するソフトウ I アの更新版を入手できます。 

HP の Web サイトには、をくのソフトウェアおよび BIOS アップデートが SoftPaq という圧縮ファイ 
ル形式で提供されています。 

—部のダウンロード' パッケージには、このファイルのインス I —ルやトラブルシユーティングに関す 
る情報が記載された Readme.txt ファイルが含まれます。 

ソフトウてアを更新するには、このガイドで説明する作業をな下の順序で行います。 

1. お使いのモデルのコンピユーター、製品のカテゴリ、およびシリーズまたはファミリを確認しま 
す。コンピユーターに現在インストールされている BIOS のパ'-ジョンを確認して、システム 
BIOS アップデートを準備します。 

コンピユーターがネットワークに接続されている場合は、ソフトウェアアップデート（特にシ 
ステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理をに確認してから実行してく 
ださし、。 


鞍を 記. コンピユーターシステムの BIOS は、システム ROM に格納されます。 BIOS は、オペ 
レーティングシステムを初期化し、コンピユーターとハードウエアデバイスとの通信ちまを決 
定し、ハードウ I アデバイス間で日付と時刻などのデータを転送します。 


2. HP の Web サイト (http://www.hp.com/ip/) の[ドライバー色ソフトウェアダウンロード]から、 
お使いの製品の情報を表示します。 

3. アップデートをインストールします。 
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BIOS の更新 

B に S を更新するには、まず現在使巧している BIOS の/くージョンを確認してから、新しい BIOS をダ 
ウンロ ードしてインス I -ルします。 

BIOS のバージョンの確認 

利巧可能な BIOS アップデートの中に、現在コンピュータ ー I こインストールされている BIOS よりも 
新しいバージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム BIOS 
のバージョンを確認する必要があります。 

B に S バージョン情報 （「 ROM 日付」または「システム BIOS 」 とも呼ばれます）を表示するには、 
セットアップューティリティを開きます。 

BIOS 情報を表示するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に 
[ F 10 = BIOS Setup Options ] というメッセージが表示されている間に、 f 10 キーを巧します。 

2. セットアップューティリティの起動時にシステム情報が表示されない場合は、矢印キーを使巧 
して [Main] (メイン）メニューを選択します。 

[ Main ] メニューを選択すると、 BIOS およびその他のシステムの情報が表示されます。 

3. セットアップューティリティを終了するには、矢印キーを使用して [Exit] (終了）一 [Exit 
Discarding Changes] (変更を保巧しないで終了）の順に選択し、 enter キーを巧します。 

BIOS アップデートのダウンロード 


A を意： コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのタウンロー 
ドおよびインストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使巧した信賴性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、または別売 
の電源に接続されているときは、 BIOS アップデートをダウンロードまたはインストールしないでく 
ださい。ダウンロードおよびインストール時は、な下の点じま意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを巧いて外部からの電源か給を遮断することはおや 
めください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイバネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの挿入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 
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BIOS アップデートをダウンロードするには、な下の操作を行います。 

1. お使いのコンピューター用のソフトウエアを提供している HP の Web サイトのぺージを表示し 
ます。 

[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選巧して最新ソフトウ I アを提供するぺージへのリンク 
を選択します。 

2. 画面の説明に沿ってお使いの コン ピューターを指定し、ダウンロードする BIOS アップデートを 
表 ' J 、 します。 

3. ダウンロードのぺージで、な下の操作を行います。 

a . お使いのコンピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンよりも新しい 
BIOS を確認します。日付や名前、またはその化の、ファイルを識別するための情報をメモ 
しておきます。後で、ハードド'ライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情 
報が必要になる場合があります。 

b . 画面の説明に沿って操作し、選巧したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスのメモを取っておきます。このパス 
は、アップデートをインストールするときに必要です。 


野を 記. コンピユーターをネットワークにお結している場合は、ソフトウェアアップデート 
(特にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理をに確認してから実 
行してください。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一[コンピ ュータ ー] の 順に選択して 、 Windows の[エクスプローラー] を起動します。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、 [口ーカル ディスク（じ)]を指をします。 

3. BIOS ソフトウェアをダウンロードしたときのメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保存されているフナルダーを開きます。 

4. 化張子が. exe であるファイル （ filename . exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


鞍を 記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 
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プログラムおよびドライバーの更新 

BIOS アップデートな外のソフトウ X アをダウンロードしてインス I ルするには、な下の操作を行 
います。 

1. お使いのコンピユーター巧のソフトウエアを提供している HP の Web サイトのぺージを表示し 
ます。 

[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選巧して最新ソフトウ；!:アを提供するぺージへのリンク 
を選択します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、アップデートするソフトウ X アを見つけます。 

3. ダウンロードエリアで、ダウンロードするソフトウェアを選巧し、画面の説明に沿って操作し 
ます。 


をを 記： ソフトウェアをダウンロードする場所へのパスのメモを取っておきます。ソフトウェア 
をインストールするときに、このパスが必要です。 


4. ダウンロードが完了したら、[スタート]一[コンピュータ ー] の順に選択して、 Windows の[エクス 
プローラー]を起動します。 

5. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、 [口ーカル ディスク （ C :)] を指定します。 

6. BIOS ソフトウエアをダウンロードしたときのメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保巧されているフォルダーを開きます。 

7. 拡張子が. exe であるファイル （ filename . exe など）をダブルクリックします。 

インストールが開始されます。 

8. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


載を 記； インストールが成巧したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 
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13 [HP Q 山 ckWeb ] の設定変更 


[HP QmckWeb ] の有効化および無効化 

Windows オペレーティングシステム内で [HP Q 山 ckWeb] を無効または再び有効にするには、な下の操 
作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HPQ 山 CkWeb ] の順に選択します。 [ HPQuickWebInstaller ] 
フォルダーが表示されます 。 [HP QuickWeb Configuration Tool ] (HP Q 山 ckWeb 構成ツール） 
をクリックします。 

2. [Enable QuickWeb ] ([HP Q 山 ckWeb] を有効にする）チェックボックスにチェックを入れます。 

3. 0 K をクリックします。 


鞍 ま記. [HP Q 山 CkWeb Configuration Tool] には、[スタート]一[コントロールパネル]一[表示方 
法]矢印の順にクリックしてアクセスすることもできます。[大きいアイコン]または[小さいアイ 
コン1を選択して、 [HP QuickWeb Configuration Tool] を探します。 
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14 セットアップユーテイリテイ 


セットアップユーテイリテイの開始 

セットアップユーティリティは ROM ベースのユーティリティで、情報の表示とシステムのカスタマ 
イズを行います。 Windows オペレーティングシステムが動作しない場合にも使用できます。 

ユーティリティはコンピューターに関する情報をレポートし、起動、セキュリティ、および他のオプ 
シヨンを設定します。 

セットアップユーティリティを開始するには、な下の操作を行います。 

▲ コンピューターを起動または再起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に 
[F10 = BIOS Setup Options] というメ ツセー ジが表示されている間に、 鬥〇 キーを押します。 


セットアップユーティリティの使用 

セットアップユーティリティの言語の変更 

な下の手順では、セットアップユーティリティの言語を変更する方まを説明します。セットアップ 
ユーティリティが実行されていない場合は、手順1から始めます。セットアップユーティリティが実 
行されている場合は、手順2から始めます。 

1. コンピューターを起動またはち起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に 
[F10 = BIOS Setup Options] というメッセージが表示されている間に、 鬥〇 キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して [System Configuration ] ( システムコンフィギュレーシヨン）一 [ Language ] 

(言說の順に選巧し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して言語を選択し、 enter キーを押します。 

4. 選択した言語を確認するメッセージが表示されたら、 enter キーを巧します。 

5. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] (終 
了）一 [ Ex け Saving Changes ] 懼更を保巧して終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 


変更はすぐに有効になります。 
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セットアップユーティリティでの移動および選択 

セットアップユーテイリテイは Windows ベースではないため、タッチパッドに対応していません。 
移動および選択は、キーを押して行います。 

• メニューまたはメニュー項目を選 t 尺するには、矢印キーを使用しまず。 

• 一費から項目を選がしたり、有効/無効などのフィールドを切り替えたりするには、矢印キーを 
使用するか、 f 5 キーまたは f 6 キーを使巧します。 

• 項目を選択するには、 enter キーを巧しまず。 

• テキストボックスを閉じる力、、またはメニュー表示に戻るには、 esc キーを押します。 

• セットアップユーティリティの起動中にその他の操作や選択項目の情報を表示ずるには、 f 1 キー 
を押します。 


システム情報を表示する 

な下の手順では、セットアップユーティリティでシステム情報を表示する方法を説明します。セット 

アップユーティリティが実行されていない場合は、手順1から始めます。セットアップユーティリ 

ティが実行されている場合は、手順2から始めます。 

1. コンピューターを起動または巧起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に 
[F10 = B に S Setup Options] というメッセージがま示されている間に、 f10 キーを押します。 

2. [ Main ] (メイン）メニューを選がします。システム時刻および日付などのシステム情報およびコ 
ンピューターの識別情報が表示されます。 

3. 設定を変更しないでセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して、 [ Exit ] 
(終了）一 [Exit Discarding Changes ] (変更を保巧しないで終了）の順に選択し、 enter キーを 
押します。 

セットアップユーティリティでの初期設定の復元 

な下の手順では、セットアップユーティリティの初期設定を復元する方法を説明します。セットアッ 

プユーティリティが実行されていない場合は、手順1から始めます。セットアップユーティリティ 

が実行されている場合は、手順2から始めます。 

1. コンピューターを起動または巧起動してセットアップユーティリティを開き、画面の左下隅に 
[F10 = BIOS Setup Options] というメッセージが表示されている間に、 f10 キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して [ Exit ] (終了）一 [Load Setup Defaults ] 刷期設定値を□-ドする）の順に 
選択し、 enter キー左押します。 

3. セットアップの確認が表示されたら、 enter キーを押します。 

4. 変更を保巧してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] 一 [Exit 
Saving Changes ] (変更を保巧して終了）の順に選巧し、 enter キーを押します。 

セツトアップューティリティの初期設定値は、コンピューターを再起動したときに有効になります。 


歐 を記： 出荷時設定に戻しても、パスワード、セキュリティ、および言語の設定は変更されません。 
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セットアップユーティリティの終了 

変更を保巧または保存しないでセットアップューティリティを終了できます。 

• 現在のセッションからの変更内容を保巧して、セットアップユーティリティを終了するには、 
W 下の操作を行います。 

セットアップユーティリティのメニューが表示されていない場合は、 esc キーを押して、メニュ ー 
画面に戻ります。矢印キーを使巧して、 [ Exit ] (終了）一 [Exit Saving Changes ] (変更を保巧し 
て終了）の順に選 t 尺し、 enter キーを押します。 

• 現在のセッションからの変更内容を保存しないで、セットアップユーティリティを終了するに 
は、な下の操作を行います。 

セットアップユーティリティのメニューが表示されていない場合は、 esc キーを巧して、メニュ ー 
画面に戻ります。矢印キーを使用して、 [ Exit ] 一 [Ex け Discarding Changes ] 懼更を保巧しない 
で終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

どちらかを選択すると、コンピューターが再起動され Windows が起動します。 


セットアップ ユーテイリテイの メニュ ー 

このセクションのメニューの表に、セツトアップユーテイリテイのオプションの概要を示します。 


鞍を 記： この章に記載されているセットアップユーティリティの一部のメニュー項目は、お使いのコ 
ンピューターでは巧巧できない場合があります。 


[ Main ] (メイン）メニュ ー 


選が 

設を内容 

System information (システム情幸民） 

• システム時刻および日付を表示したり変更したりします 

• コンピューターの識別情幸民を表示します 

• プロセッサ、メモリサイズ、およびシステム BIOS の仕様情報を 

表示します 


[ Security ] (セキュリティ）メニュ ー 


選択 

設定内容 

Administrator password (管理をパスワード） 

管理者パスワードを入力、変更、または削除します 

Power-On Password (電源投入時パスワード） 

電源投入時パスワードを入力、変更、または削除します 

[System Configuration ] (システムコンフイ ギユ レーシヨン）メ ニユー 

選択 

設定内容 

Language S 叩 port (対応言語） 

セットアップユーティリティの言語を変更します 
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選択 

設を内容 

Processor C4 State (プロセッサ C4 ステート） 

プロセッサ C4 のスリープ状態を有効/無効にします 

Boot Options (ブートオプション） 

お下のブートオプションを設定します 


• f10 and f12 Delay (sec.) (f10 および f12 の遅延（砂））：セツトアツ 

プユーテイリテイの け〇 および f12 機能の遅延（キー入力を待つ 
時間）を、5秒間隔（0、5、10、15、 20) で設定します 


• HP QuickWeb :セットアップユーティリティ起動中の [HP 
QuickWeb] ブートメニューをち効/無効にします 

• Internal Network Adapter boot (内蔵ネットワークアダプターブー 
卜）： 内蔵ネットワークアダプターからのブートを有効/無効にし 
ます 

• Boot Device Priority (ブートデバイス優先順位）：レ:I下のブートデ 
バイス優先順位を設定します 


内蔵ハードドライブ（一部のモデルのみ） 

USB フロッピー 
USB CD/DVD ROM ドライブ 
USB フラッシュドライブ 
USB ハードドライブ 
USB 力ードリーダー 
ネ ッ トワークアダプター 

を記： ブート順序のメニューには、システムに取り付けら 
れているデバイスのみが表示されます 


[ Diagnostics ] 

(診断） メ ニュー 


選が 


設定内容 

Hard Disk Self Test (ハードドライブセルフテス 
卜）（一部のモデルのみ） 

ハードドライブの総合的な自己診断を実行します 

Memory Test (メモリテスト） 

システムメモリの診断テストを実巧します 
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